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1.はじめに
佐渡は植物分布上よく問題にされる北緯380線上にあ
り，シダ植物以上の高等植物については植物相や自然植
生について早くから調査研究がおこなわれ，多くの興味
ある事実が解明されてきた。しかしながら下等植物に関
しては未知の分野がまだ多く残されている。
佐渡のコケ植物の記録はわが国のコケ類の研究の発展
に貢献したフランス人宣教師 U.Faurieの採集品が最
初である。 Faurie師は明治21年 (1888)以来何回か来
島しておりその際の採集品が京都大学に保存されている
が， ドイツの苔類学者K.Stephaniの著書“Species
Hepaticarum" 2: 25 (1901)に仙台のものにあわせて
佐渡産の Mαrsupelladisticha Steph・が新種として
記載されている。その後体格的な調査は昭和の年代に入
って，当時旧制相川中学校教諭であった池上義信 (1934
-1940)によって進められ，多くの事実が解明された。
また堀川芳雄(広島大学教授)をはじめ専門学者の来島
調査もおこなわれたが，佐渡全島のコケフロラについて
まとまった報告はなく未整理のまま今日に至ってしる。
筆者は池上氏の指導を受け佐渡のコケブロラの調査を続
けているが，コケ類の分布や生態は高等植物の植生との
関連が深く，両者の係わり合いを見ながらその実態を解
明することは極めて興味深いことである。佐渡は離島に
しては地形も複雑なためまだ未知のところも多いが一応
ここにその概要をまとめて報告する。調査を進めるに当
って池上義信先生(元新潟南高等学校教諭〉より長い年
月にわたって終始懇切なご指導をいただき，また本篇を
まとめるに当ってご校閲をいただいた。ここに厚く感謝
の意を表す。
11. 分布の概要
1. 生態分布
先述のように佐渡はその位置が北緯380線上にあって
暖地性植物と寒地性植物の分布の接点としてかねがね注
目されており，南北の分布の限界となる植物も少なくな
い。これらの事実は平均気温ゃいわゆる暖かさの指数お
よび寒さの指数によってもうなずける。すなわち低地
(相JI!)における暖かさの指数100.90，寒さの指数
-4.70でありタプ・シイ・カシなどの暖帯照葉樹林を
形成する範囲に入る。大佐渡山系においては，金北山頂
(1173 m)における観測値 (9時)が，暖かさの指数
48.90，寒さの指数 -43.90を示し北海道東北部の亜寒
帯の数値に近し、。また金北山中腹の金井町平地区 (400
m)では，暖かさの指数は95.rで暖帯林の範囲に入る
が寒さの指数はー17.60でその成立を阻止している。こ
のように佐渡の植生分布は気候条件に支配されるところ
が多く，低地においては季節風の影響の強い北西海岸側
は冷温帯的であり南東海岸側は暖温帯的であるo また大
佐渡山系の稜線は冬季の季節風の作用が強く植生は高山
的景観を呈している。筆者は島の植生分布をヤブツバ
キ，コナラ， ミズナラ，ブナ， ミヤマナラなどの分布に
着目して次の4段階の分布帯に分けた。
(1) 低地丘陵帯(海抜 100m以下)ヤブツパキ帯
(照葉樹林帯)
(2) 山麓帯(海抜 100~400m)コナラーアカマツ帯
(暖帯広葉落葉樹林帯)
(3) 山腹帯〔海抜 400~1000m) ミズナラーブナ帯
(温帯広葉落葉樹林帯〉
(4) 山頂・脊稜帯(海抜 1000m以上〕 ミヤマナラ
帯(亜高山帯〉
植物の分布は気温，降水量，光および着生基物などに
支配されるが，コケ類においても温度や湿度の影響が大
きく，およそ高等植物の植生帯に従って分布する。一般
にコケ類は植物体が小形で、特に局所的な徴気候や着生基
物の影響をうけることが多い。とくにコケ類の生育には
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湿度の影響が大きく，自然林や原生林が少なく樹齢の若
い二次林から成る佐渡の山地の林内は乾燥しがちで，コ
ヶ類は種類数および生育量ともに貧弱である。今回本篇
で記録したコケ類は蘇類248種，苔類 137種合計385穫
であり本邦産のおよそ21%に当る。
佐渡におけるコケ類の水平分布をみると，大佐渡と小
佐渡で大きな相違はないが，一般には小佐渡に多くの暖
地性の種類が出現し，その分布範囲も山麓帯まで、広がっ
ている。しかし季節風の影響が強い大佐渡北西岸地帯に
おいても小渓谷などの閉鎖的な環境下のところでは局
所的に Trocholejeunea，Cheilolejeunea， Lejeunea， 
Cololejeuneaなどの暖地性要素の生育がみられる。垂
直分布では小佐渡にくらべて大佐渡山系において顕著で
ある。海抜1l73mの主峰金北山を中央に北東から南西
に連らなる海抜 900m前後の稜線にはプナ・ミズナラ
を主とし天然スギ・イチイ・ヒノキアスナロなどの混
生する林分が形成され，局所的にはミヤマナラ群落が発
達する。この稜線は強い季節風の影響により高山的景観
を呈し，コケ類も北方系あるいは高山性の種類も生育す
る。
佐渡においてコケ類の生態分布の上で注目すべきもの
には次のようなものがある。一般に石灰岩地帯は植物の
分布に影響するところが多いとされているが，佐渡では
大きな石灰岩地はなく，古生層からなる大佐渡北部の北
鵜島地域に僅かに蛇紋岩の露頭をみる程度である。した
がって，分布上に大きな特異性はみられないが，この地域
を流れる大野川の渓谷で好石灰岩性の Gymnostomum
recurvirostrum， Hyophila propaguliferaなどの種
が僅かに生育する程度である。好塩基性種の Barbula
unguiculata， Tortula muralisなどは， とくにコン
クリート石垣などを好んで生育する。また特殊な鉱物質
たとえば， S， Cuなどを好むといわれる Scopelψhila
ligulataや硫黄泉を好んで生育する Jungermannia
vulcanicolaなどもみられるが，佐渡においてはこれら
の生育する場所がそのような塩類に富むところとは限ら
ず，むしろ生育場所の pHに関連するもののようであ
る。コケ類には，ある決まった植物を選んで着生するも
のがある。佐渡の山地には海抜 600mあたりまで，随
所にタンナサワフタギが分布する。この樹幹の剥離し易
い樹皮の亀裂にそって仮根を伸ばして Glyphomttrium
minutissimumが密生する(図1)。 このコケは，南の
暖地では他の樹木にも着くようであるが，佐渡ではこの
タンナサワフタギ以外の基物に着生することはなくタン
ナサワフタギに近縁の普通のサワフタギでさえ近くにあ
Glyphomitrium minutissimum (a) 
と，その群落 (b)(金井町:新保〉
つでも着生しない。
Cololejeunea longifolia は，暖地では葉上苔となる
種類である。佐渡では低地の渓谷などで湿岩や樹幹など
に旺盛な生育をするが，葉上苔となるものを見ていな
い。このことは，一般に分布の限界付近になるとコケの
着生基物が変ることの一例であるが，多分温度や湿度に
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関連するのであろう。ところが，小佐渡の国見山 (629.5
m)周辺の密生したグリーミズナラ林下のユキツパキ群
落においては，Cololejeunea nakajimaeの葉上替がみ
られる。本種は佐渡においては，ユキツバキ群落のユキ
ツパキやハイイヌガヤの樹枝や葉上に着生する。なお，
以前は同属の CoZoZejeuneajaponicaが新穂村井内の
川畔(海抜 50m)に生育するヒノキアスナロの高い枝
の葉上に，おびただしく着生し、ていたという(池上私
信)。
風穴地帯は，冷気がふさ宇出ることによって高山性のコ
タなどが生育い生態や分布の上で興味のあるところで
ある。大佐渡の北端近く相川町闘の海岸にある「聞の寒
戸」とよぶ重畳した巨岩の間からは，夏でも涼風の流れ
出るところがみられる。ここには僅かながら Bazzania
denudataその他の高山性の種類が生育する。高山性の
このコケが，海岸の岩聞に生育することは極めて注目す
べきことである。そしてさらに興味あることに，この岩
場には暖地性のc CoZoZejeunea ornataが共存してい
る。
2. 地理分布
日本産のコケ類は，世界における分布状況から次の7
要素に区分される。すなわち(1)周北要素;アジア・
ヨーロッパおよび北米の大陸を通じてその北部に分布す
る。 (2)温帯東亜要素;日本，中国など東亜の温帯に
分布する。 (3)温帯欧亜要素;アジアとヨ一戸ッパの
温帯を通じて分布する。 (4)北太平洋要素;アジアと
北米の北太平洋岸の寒冷地に分布する。 (5)東亜ー北米
東岸要素;東亜と北米の東岸に隔離分布する。 (6)旧
熱帯要素;熱帯アジアに分布する。 (7)全陛界広分布
表 1 佐渡産蘇苔植物の分布区別種類数
分布区|蘇類|苔類 1 計
種 %11 種 %11 種%
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種などである。
佐渡産のコケ類は，およそ半数は温帯要素で占められ
る。また周北要素と北太平洋要素の北方系のものを合わ
せて25%，I日熱帯要素の南方系のものを 6.8%含んでい
る(表1)。
本邦の植物分布に日本海型と太平洋型の医分がある
が， コケ類においても日本海要素といわれるものがあ
る。佐渡には，次の数種が分布する。
Claopodium crispグ'oZium(Hook.) Ren. et Card. 
DoZichomitriopsis crenuZata Okam. 
OrthoambZystegium Zonginerve (Card.) Toyama 
Hypnum cupressグ'ormeHedw. 
MarsupeZZa disticha Steph. 
D伊lophyZZumobtusifolium (Hook.) Dum. 
PoreZla fauriei (Steph.) S. Hatt. 
Cololejeunea nakajimae S. Hatt. 
3. 地域別の分布概要
分布帯にしたがって，そこに生育するコケ類のうち主
なものを列挙する。
(1) 低地丘陵帯
A 暖帯林
ヤブツバキを主としタブノキ・スダジイ・ウラジロガ
シ・アカガシ・モチノキ・カヤなどの暖地性常緑高木で
構成される暖帯林は，小佐渡においては随所に分布す
る。 しかし:季節風の厳しい大佐渡の北西海岸では佐和
田・二見・相川・小川・鷲崎・北小浦などに点在するに
過ぎなし、。ここには佐渡に分布する暖地位要素のコケの
大部分が含まれる。
(a) 樹幹上のコケ類
Haplohymenium pseudo-triste， FruZZania 
parvistiPula， TrochoZejeunea sandvicensis， 
Cheilolejeunea imbricata， Lejeunea uZicina， 
ColoZejeunea jaρonica， C. longifolia 
(b)地上・岩上のコケ類
Campylopus umbellat叫ん Gymnostomum 
recurvirostrum， Ejうかterygiumtozeri， Duthiella 
sjうeciosissima，FruZZania infiata， Cololejeunea 
longifoZia， C. ornata 
(c) 渓流・湿岩上のコケ類
Theriotia Zoペfolia，ぁissidensgeminifiorus var. 
nagasakinus， F. Zateralis， Jubula javanica， 
Lejeunea aquatica 
B 国仲沖積水田地帯
国仲平野はそのほとんどが水田として開拓され，自然
33 
図 2 a) Climacium dendroides 
(金井町:千種〉
b) Riccia huebeneriana 
(金井町:千種〉
状態の保たれているところはみられなし、。路傍・畦畔・
水路ぞいには Climaciumdendroidesキ(図 2-a)， 
Plagiomnium acutum， Hypnum. plumaeforme， 
Bryhnia tokubuchii， Taxiphyllum alternans， 
Physcomitrium savatieri， Weissia controversa， 
Bryum caPillare， Epiterygium tozeriなどがみら
れる。 また水田には Ricciocarpusnatans， Riccia 
fluitans， R. glauca， R. huebeneriana， Anthoceros 
punctatus などがみられる。佐渡を原産地とする
Taxiphyllum sadoenseは， この地帯の畑野町宮JfI地
内を流れる小倉JIの川原の湿地に生育する。
C 市街地周辺
市街地のコケフロラは甚だ貧弱である。すなわち，と
くに日照や乾燥が強く，コケの種類や生育量が限られ
てくる。乾燥地やコンクリート・石垣などの基部には
Brachymenium exile， Anomobryum filiぴorme，
Bryum argenteum， Barbula unguciculata， 
*本種は子のうのつくことが極めて少ないが，佐渡の
ものがたくさんの子のうをつけていることは興味が
ある。
Ceratodon purpureusなど，また陰地の庭土には
Conocephalum supradecompositum， Marchantia 
polymorphaなどが生育する。 M.polymorlうhaは人
の生活の場と共に広がるといわれるが，佐渡においては
甚だ稀である。
(2) 山麓帯
海抜およそ 100m以上になると一般に人家はなくな
り，山地帯となって海抜 400~500mまではコナラーア
カマツ林を形成する。この地帯はいわゆる暖かさの指数
は高く，照葉樹林の生育に充分であるが，冬期の気温が
低く寒さの指数は暖帯林の形成を阻止している。しかし
林内にはヤブコウジ・ソヨゴ・ヒサカキやところによっ
てはヤブツバキなどがみられ，いわゆる中間帯の暖帯落
葉樹林帯に入るところであろう。そして，Rhodobryum 
giganteum， Sto是:esiellaarbuscula， Lejeunea 
aquatica， L. parva， Megaceros tosanaなど若干の
暖地性のコケ種がこの地帯まで分布を広げている。
コナラーアカマツ林内は一般に乾燥しており，コケ類
の生育は貧弱である。林内には Dicranumjaponicum， 
Hypnum plumaeforme， Brotherella henoniiなどが
優占する。また樹幹には Frullaniabrittoniae subsp. 
truncatifolia Orthotrichum consobrinum， Ulota 
crispaなどが普通にみられる。特殊な例として， この
地帯に分布するタンナサワフタギの樹幹に Glyphomi-
trium minutissimumの生育がみられ， また小佐渡の
ユキツバキ帯では Cololejeuneanakajimaeがユキ
ツバキやハイイヌガヤの葉上苔となることは前に述べ
た。このユキツバキ群落には，Orthoamblystegium 
longinerveが糸状に樹校にまつわりついたり垂下する
のがみられる。林内の炭焼ガマ跡やたき火跡に Funaria
hygrometricaの大群落がみられるのもこの地帯であ
る。
山地の林縁には Thamnobryumsandei， Myuroclada 
maximowiczii， Hylocomium brevirostre var. 
cavifolium， Bartramia pomiformis var. elongata 
などが普通にみられる。また崖上には Diphyscium
fulvifolium， Pogonatum sがnulosum などの群落が
みられ，P. sPinulosumは緑色の原糸体を土の上に広
げておりその土には微小な Cephaloziellamicrophylla 
が生育していることが多い。
(3) 山.腹帯
海抜 400~500m より上部はコナラにかわってミズナ
ラ林が発達する。大佐渡山系においては 600mあたり
からブナ林が出現し，海抜 900~1000m において純林
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を形成する。この地帯のコケ類には北方系あるいは高地
性の種類が含まれるようになる。
(a) 樹幹に着生するコケ類
Boulaya mittenii， Rauiella fujisana， Dicranum 
viride var. hakkodense， Anomodon rugelii， Entodon 
scabridens， Pterigynandrum filiforme， Hシ'pnum
tristo-viride， Porella fauriei Frullania tamarisci 
subsp. obscura 
(b) 林床の岩上・朽木上に着生するコケ類
Tetraphis pellucida， Dicranum flagellare， 
Trachycystis flagellaris 
(c) 渓側や湿原のコケ類
Rhizomnium perssonii，ゐbulajaponica， Hatt-
orianthus erimonus， Trichocolea tomentella， 
Sphagnum palustre， S.fimbriatum， S.squar・rosum，
S. subobesum 
(4) 山頂部・稜線帯
大佐渡山系のほぼ中央金北山・妙見山周辺より北東部
海抜 800m以上の山頂・稜線部は，強い冬季の季節風
の影響をうけるところで，高山的景観を呈している。稜
線帯はブナーミズナラ林を形成し天然スギやイチイなど
の針葉樹を混生する。また金北山の海抜 1000m以上と
金剛山頂との南面はミヤマナラ群落を形成する。風蝕作
用のとくに強いところでは砂磯地や広大なシパ草地がみ
られる。この地帯のコケ類には北方系・高山性の種類を
多く含む。
(a) 砂E築地・シパ草地のコケ類
Oligotri・'chumaligerum， PogonatU1例?叫包 urnig官rum，
Polか:ytr門zκchzμ6仰?押m持zjuη〈勿ρe町7
triωu仰tm耳zlμa仰n削zuぽgin仰osum，Gymnomitrion corallioides， 
Marsupella disticha， M. sphacelata， D紗lophyllum
taxifolium， Lophozia sudetica 
くb) 樹幹・朽木・林床のコケ類
この地帯ではミズナラ・ブナ・ミヤマナラ・ハウチワ
カエデ・ヤマモミジなどの落葉樹とスギ・イチイなど
の針葉樹が混交林を形成している。これらの樹幹に
は Dicranumviride var. hakkodense， Hypnum 
pallescens， H. tristo-virideなどが優占する。林床に
は Pogonatumcontortum， Dicranum nか'ponense，
Dolichomitriopsis crenulata， Hylocomium splendens 
などがみられる。天然スギの樹幹や株元には Trachy-
cystis ussuriensis， Bazzania bidentula， B.denudata， 
Lophozia cornata， L. guttulata， Tritomaria 
exsecta， Mylia verrucosa， Scapania ampliata， 
NiPponolejeunea subalpinaなどが， またイチイの樹
幹には Ptilidiumpulcherrimumや N_subalpinaな
どが着生する。
4. 分布上顕著なもの
(1) 佐渡を原産地とするコケ
TaxiPhyllum sadoense (Sak.) Iwats. in JHBL 
no. 26， p. 63 (1963) 
Syn. Plagiothecium sadoense Sak.楼井 (1949)
Bot. Mag. Tokyo， 62 (735ー 736):113， fig. 4， 
Is1. Sado， Hatano (Ikegami， Sak. 13336， April. 
1939) 
本種は1939池上義信によって，畑野町宮川地内を
流れる小倉川の川原のヨシの生える湿地で，採集さ
れたものである。
(2) 南方系のコケ類
(a)蘇類
Theriotia lorifolia， Fissidens geminiflorus var. 
nagasakinus， F.lateralis， F.tosaensis， Campylopus 
umbellatus， Ptychomitrium linearザolzum，Glypho-
mitrium minutissimum， Epipterygium tozeri， 
Rhodobryum giganteum， Stokesiella arbuscula 
図 3 Ptychomitrium linearifolium 
(相川町:戸地川〉
(b)苔類
CePhaloziella microPhylla， Frullania inflata 
Trocholejeunea sandvicensis， Cheilolejeunea 
imbricata， Lejeunea aquatica， L. ulicina， Colole-
je仰 eajaponica， C.longifolia， C.ornata 
(3) 北方系・亜高山性のコケ類
(a)蘇類
Sphagnum fimbriatum， S_ squarrosum， S. 
subobesum， Tetraphis pellucida， Oligotrichum 
aligerum， Pogonatum ur・nigerum，Polytrichum 
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jun~ρerinum， Dicranum flagellare， Rhacomitrium 
lanuginosum， Rhizommum terssonii， Trachycystis 
.flagellaris， T. ussuriensis， Aulacomnium hetero-
stichum， Rauiella fujisana， Hylocomium pyrenai-
cum， H. stlendens 
(b)苔類
Ptilidium pulcherrimum， Bazzania bidentula， 
B. denudata， Lophozia cornata， L. guttu:iata， L. 
sudetica， Tritomaria exsecta， Mylia verrucosa， 
Gymnomitrio揖 corallioides， Mar sutella . disticha， 
Diplophyllum taxifolium， Scapania amtliata， S. 
undulata， Cephalozia leucantha， Cethaloziella 
rubella， NiPponolejeunea subalpina， Hattorianthus 
ertmonus 
(4) 生態的に輿味のあるもの
(a) Gか'phomitriumminutissimum (Okam.) 
Broth. (図1)
本種は山地林内の樹幹に着生する小蘇である。佐渡に
おいては落葉林内のタンナサワフタギに限って着生す
る。タンナ+ワフタギの樹皮は薄く剥離し， G. minu-
tissimumはその割目に沿って原糸体を伸ばし密生す
る。南の媛地では他の樹木にも着くようであるが，近く
にサワフタギや樹皮が亀裂する樹木があってもそれには
着かない。佐渡における本種がタンナサワプタギに限っ
て着生することは甚だ興味のあるところである。
(b) Cololejeunea nakajitnae S. Hatt. (図4)
佐渡産否類のうち葉上苔となる熱帯要素が若干ある
が，佐渡においては生態的条件がととのわず葉上苔にな
りにくい。本種は日本海型の代表種で，京都大悲山から
記録されたもので， 日本海側の海抜lOO~lOOOm の山
地に分布する。佐渡においても，小佐渡東部の山地の
海抜 300m以上に分布するユキツバキ群落内で，ユキ
ツバキやハイイヌガヤの樹皮や葉上に着生する。 とく
に陰蔽された多湿な条件下で，葉上苔になり易い。ま
たこのような場所では蘇類の Orthoamblystegium
longinerveが，ュキツパキの枝にからみ，黄緑色の解
体を垂下している様子は特異である。
(c) 特殊な塩類を好むコケ類
Gymnostomum recurvirostrum Hedw. 
Hyophila Plψagulifera Broth. 
石灰質を好むコケである。大佐渡の北端，北鵜島の蛇
紋岩地帯を流れる大野川の石灰岩上で採集した。
Scopelophila ligulata (Spruce) Spruce 
ゐngermanniavulcanicola Steph. 
図 4 ユキツパキ葉上の Cololejeuneanakajimae 
a) x2， b) x10 
Cu， Feなどの硫化物や硫黄泉のあるところを好んで
生育する。佐渡における採集地は，これらの塩に富むと
ころではなく，むしろ pHなど他の要因によるものと
思われる。
(d) 風穴地帯のコケ類(図的
大佐渡の北部相川町関に「関の寒戸」と呼ばれる風穴
地帯がある。ここは海抜 20mの海岸段丘上にあり，重
畳じた巨岩の際関から，夏でも涼風が流れ出ているとこ
あである。風穴孔周辺の気温は 90C/8月で，林外の
気温との差は 150C以上あり，また湿度は高く 98%を
超える。一帯はエゾイタヤ・シナノキ・カシワなどの落
葉林となっており，林内の岩上には多くのコケ類が着生
している。 とくに注目すべきことは，風穴孔周辺の岩
上に，高山性の Bazzaniadenudata， Diplophyllum 
taxifoliumや Lepidoziarettansと暖地性の Colole・
jeunea ornataが共存することである。微小な C，
ornataは，岩上のウチワゴケ(シダ類)や Porella
vernicosa， Plagiochila acanthθ'phylla subsp. jato・
nica， Th抑，diumkanedae， Homalothecium laevise-
tum， Thamnobryum sandeiなどの植物体上に着生し
ている。また林縁の岩上には Cololejeunealongグ"olia
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「関の寒戸」の風穴
a)入口， b)林内， c) 風穴
d) Cololejeunea ornata 
(Thamnobryum sandei上〉
e) Bazzania denudata 
図 5
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本篇には蘇類248種11変種2品種，苔類(ツノゴケ類
を含む) 137種2変種を記録掲載した。先人の報告にも
とずくものは※印を附してその出典を附記fした。分類お
よび学名は主として岩月・水谷 (1972):原色日本蘇苔
類図鑑(保育社〕によった。種の配列はアノレファベット
順に，産地名は稀産なものに限り，分布の広い普通種は
地名を省略した。各種の分布地域は次の略号で表示し
Tこ。
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の生育がみられる。
II. 
MUSCI (Bryopsida)蘇綱
SPHAGNIDAEミズゴケE綱
Sphagnaceaeミズゴケ科
Sphagnum L.ミズゴケ属
1. S. limbriatum Wils. in .Hook. 
ヒメミズゴケ相川町:石花ジヤパミ Ca.750m，
開 Ca.80m (池上1650)
〔北・本(中部以上);北米・アラスカ〕
2. S. palustre L. 
オオミズゴケ 海抜 20mの丘陵地から海抜 1000
m の山頂部まで分布
〔北・本・四・九ょ台・欧・北米・アラスカ・
メキシコ〕
3. S. squαrrosum Crome in Hopp. 
ウ口コミズコケ 山地林縁の湿地，高地に分布
〔北・本・四(中部地方以北に多い);カナダ・
アラスカ〕
4. S. subobesum Warnst. 
シタミズゴケ金北山ジュンサイ池 Ca.560m，
カキツパタ池 Ca.1000m，石花ジャパミ Ca.750
m 
〔北・本(臼本特産))
BRYIDAE '"ゴケ亜綱
Tetraphidalesヨツノミゴケ日
Tetraphidaceaeヨツバゴケ科
Tetrα'Phis Hedw.ヨツパゴケ属
5. T. pellucid，αHedw. 
ヨツパゴケ大佐渡山系:関越 Ca.800m，ドン
デン Ca.800m高地深山・林内・朽木上
〔北・本・四・九;朝・棒・欧・シベリヤ・タ
イ・コーカサス・北米・アラスカ・カムチャツ
カ〕
Bux ba umialesキセルコeケ目
Di physciaceaeイグピゴケ科
Diphyscium Mohrイクピゴケ属
6. D. foliosum Mohr 
ミヤマイクピゴケ金北山 1173m，ドンデン Ca.
800m，二和池 Ca.600m，畑野町:河内 Ca.300
m高地の林縁・林床
〔北・本(北方・高地性);アジア・コーカサ
ス・欧・阿・北米・メキシコ〕
7. D. fulvifolium Mitt. 
イクビゴケ林縁の林床や崖面
〔本・四・九.r中;比・台・支〕
TheriotiαCard.クマノゴケ属
8. T. .lorifoliαCard. 
クマムノゴケ 真野川上流， Ca.200m林内渓流湿
岩(稀産〉
〔本(中部以南):四・九;朝〕
Polytrichalesスギゴケ目
Polyt:richaceaeスギゴケ科
Atrichum P. Beauv.タチコケ属
9・← A;undulatum (Hedw.) P. Beauv. 
タチゴケ 低地一高地，陰湿土
〔北・本・四・九;台・コーカサス・欧・阿・
北米〕
va.r. gracilisetum Besch. 
ムツタチゴケ陰湿地
〔北・本・四・九;朝・ネパーノレ・カシミーノレ
パキスタン・欧・北米〕
Oligotrichum Lam. et Cand.タチコ、ケモ
ドキ属
10; O.αlifierum Mitt. 
ハグJ[.マゴケ大佐渡尾根 Ca.800m以上・砂
磯地の土の上
C北・本・四・九(亜高山性);朝・台・比・
ヒマラヤ・北米・メキシコ・アラスカ〕
Polytrichum Hedw.スギゴケ属
11. .P. cornmune L. ex Hedw. 
ウマスギゴケ高地の陽地
〔北・木・四・九;亜・欧・阿・オセアニア・
北米・南米・アラスカ〕
12. P. formosum Hedw. 
オオスギゴケ 山地の樹陰
〔北・本・四・九;朝・台・支・亜・欧・阿・
ニュージーランド・北米・アラスカ〕
13. P. juniperinum Willd. ex Hedw. 
スギゴケ大佐渡尾根・シバ草地・砂疎地
[北・本・九(亜高山性);朝・棒・支・シベ
リヤ・カシミーノレ・コーカサス・欧・阿・オセ
アニア・北米・南米・アラスカ〕
14. P. piliferum Hedw. 
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ハリスギゴケ大佐渡尾根;陽地の岩上・地上
〔北・本・四・九(亜高山性);朝・樺・千・
欧・阿・オセアニア・北米・南米・アラスカ〕
Pogonatum P. Beauv.ヱワスギゴケ属
15. P. contortum (Brid.) Lesq. 
コセイタカスギゴケ大佐渡高地，林床
f北・本・四・九;朝・千・アジア・アムーノレ
カムチャツカ・北米西岸〉
16. P. inflexum (Lindb.) S. Lac. 
コスギゴケ 低地一高地，粘土質の土の上
〔北・本・四・九・沖;戟・台・支〕
17. P. neesii (C. Muel1.) Doz. 
ヒメスギゴケ 両津市;潟端，妙見山 Ca.800m
〔北・木・四・九・ j中;朝・台・ヒマラヤ〕
18. P. spinulosum Mitt. 
ハミズゴケ 林縁の地上・屋面，原去最体永存
〔北.;$:・四・九，朝・支・アムー ノレ・比・ベ
トナム7
19. P. urnigerum (Hedw.) P. Beauv. 
ヤマコスギゴケ 大佐渡高地，向陽の地上
f北・本・四・九;北半球〕
Fissidentalesホウオウゴケ目
Fissidentaceaeホウオウゴケ科
Fissidens Hedw.ホウオウゴケ属
20. F.αdelphinus Besch. 
コホウオウゴケ 原野の土の上
〔北・本・回・九・沖;朝・台・支〕
21. F. cristatus Wils. ex Mitt. 
トサカホウオウゴケ 林内の地上・岩上・樹幹上
〔北・本・四・九・沖;北半球〕
22. F. geminiflorus Doz. et乱1:o1k.
var. nαgα8αkinus (Besch.) lwats 
ナガサキホウオウゴケ 丘陵地の渓流・水湿地の
湿岩・湿土上，暖地性
C本・四・九・沖;台・支・比・ホソレネオ〕
23. F. gymnogynus Besch. 
ヒメホウオウゴケ 両津市;大川，樹幹上
〔北・本・四・九;朝・台・支・タイ〕
24. F.lαteralis Broth. 
ツクシホウオウコ.ケ 丘陵地の渓流・小川の湿岩
上，暖地性
〔本・四・九・沖;台〕
25. F. minutulus Sull. 
チビヴコホウオウゴケ 両津市;大川1，岩上
〔北・本・四・九;亜・欧・阿・北米〕
26. F. nobilis Gri任.
ホウオウゴケ 山地の陰湿地，地上，岩上
日ヒ・本・四・九.1中・小;朝・台・支〉
27. F. taxifolius Hedw. 
キャラボクゴケ 原野の地上・岩 t
〔北・本・四・九・ 1中;世界各地〕
28. F. tosaensis Broth 
チャボホウオウゴケ 陰地の地上・岩上，暖地性
〔本・四・九.i中;台・支〕
Dicranalesシッポゴケ目
Ditrichaceaeキンシゴケ科
Pleuridium Brid.キンチャクゴケ属
29. P. subulatum (Hedw.) Rabenh. 
ホソパノキンチャクゴケ 金井町:千種，庭土上
〔本・四・九・小;亜・ローカサス・欧・阿・
北米〕
Cerαtod，οn Brid.ヤノウヱノアカゴケ属
30. C. purpureus (Hedw.) Brid. 
ヤノウヱノアカゴケ 低地一高地，陽地の地上・
屋根の上
〔北・本・四・九，世界各地〕
Ditrichum Hampeキンシゴケ属
31. D.pαllidum (Hedw.) Hampe 
キンシゴケ 山地の林内・林縁の土の上
C北・本・四・九;台・支・コーカサス・マダ
ガスカル・欧・北米東岸部〕
Dicranaceaeシッポコケ科
Tremαtodon Michx.ナガダイコケ属
32. T. longicollis乱1:ichx.
ユミダイゴケ 林縁・路傍・屋面など粘土質の土
の上
〔北・本・四・九.i中・小;世界各地〕
forma atrovirens (Broth.) Takakiホ
クロナガダイゴケ高木 (1962) ]HBL nO. 25， 
p. 271， fig. 2， m.t， Is1. Sado， Sawane (Ike-
gami 589) 
〔本・九〕
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Dicranella (C. Mue!l.) Schimpススキゴ
ケ属
33. D. heteromalla (Hedw.) Schimp. 
ススキゴケ 原野・林縁などの粘土質の土の上
〔北・本・四・九・沖;世界各地〕
34. D. palu仙台 (Dicks.)Crundw. ex Warb. 
ヒロハノススキゴケ 山地の水湿地
〔北・本・四・九;シベリヤ・欧・北米〕
35. D. varia (Hedw.) Schimp. 
ナガスジススキコeケ 沢根:鶴子，林綾・路傍な
ど粘土質の土の t
〔北・本・四;欧・コーカサス・北米・南米・
アラスカ〕
Cαmpylopus Brid.ツリパリゴケ属
36. C. japonicus Broth. 
ヤマトフデゴケ アカマツ林など乾燥した林床，
粘土質の地上
〔北・本・四・九，朝・台〕
37. C. umbellatus (Arn.) Par. 
フデゴケ 畑野町:河内・陽岩上
〔本(中部以南〉・四・九・小;世界各地の熱
帯〕
Dichodontium Schimp.クマデゴケ属
38. D. pellucidum (Hedw.) Schimp. 
シメリイワゴケ 山地渓側の湿岩
〔北・本・九;朝・コーカ+ス・欧・北米・ア
ラスカ〕
Onchophorus (Brid.) Brid.コブゴケ属
39. O. crispifolius (Mitt.) Lindb， 
チジミパコブゴケ金井町:千種，赤玉:杉池，
山地樹陰の岩上
〔本・四・九;朝正支・シベリヤ〕
Dicrαnum Hedw.シ・7ポコ‘ケ属
40. D. flagellαre Hedw. 
ヒメカモジゴケ大塚山 Ca.800m，大倉越 Ca.
150m，経塚山 Ca.600m，国見山 Ca.600m
山地林中の樹幹・朽木上
〔北・本・四・九;朝・台・樺・シベリヤ・コ
ーカサス・欧・北米・メキシコ〕
41. D. j，α:ponicum Mitt. 
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シッポコケ山地林床の腐植土上
〔北・木・四・九;樺・朝・台・支〕
42. D. nipponense Besch・
オオシー yポゴケ 高地林床の腐植土土
〔北・本・四・九;朝・台・支〕
43. D. viride (Su!I. et Lesq.) Lindb 
var. hakkodense (Card.) Takaki 
タカネカモジゴケ ミズナラーブナ帯以上の高地
の樹幹
〔北・本・四・九;朝・コーカサス・欧・北米〕
Leucobryaceaeシラガゴケ科
Leucobryum Hampeシラガコケ属
44. L. neilgherrense C. MueIl. 
ホソパオ芋ナゴケ 乾燥した林床の地上・岩上・
樹幹上
〔北・本・四・九・小;朝・台・支・印・ヒマ
ラヤ・東南アジア〕
Pottia!esセンボンゴケ目
Pottiaceaeセンボンゴケ干斗
Scopelophilα(Mitt.) Lindb. イワマセン
ボンゴケ属
45. S. ligulαtα(Spruce) Spruce 
イワマセンボンゴケ 妙見山.真光寺i~ Ca. 300 
m， Cu， Feなどの硫化物を含む土を好んで生育
するコケ
〔本(関東以南〉・四・九;陀界各地〕
Gymnostomum Nees et Hornsch. ハナシ
ゴケ属
46. G. recurvirostrum Hedw. 
オウムゴケ北鵜島:大野JlICa. 60m，石灰岩上
〔北・本・四・九;朝・亜・欧・阿・豪・ニュ
ージーランド・北米・メキシコ〕
WeissiαHedw.ココー ケ属
47. W. crispa (Hedw.) Mitt. 
ツチメウエノタマゴケ 相川町:下戸，金井町:
千種，砂質土上
〔本・四・九・1中;台・支・ベトナム・アノレジ
エリア・エジプト・欧・阿・アムーノレ・北米〕
48. W. controversαHedw. 
ツチノウエノコゴケ 原野・林縁などの土の上
〔北・本・四・九;世界各地〕
49. W. plαnifoliαDix. 
ツチノウエノ力タゴケ前穫と同じ
〔北・本・四・九;台・支]
Hyophila Brid.ハマキコ‘ケ属
50. H. propagulifera Broth. 
ハマキゴケ北鵜島:大野川 Ca.60m，石灰質を
好む
〔本(中部以南)・四・九・沖;台〕
BarbulαHedw.ネジクチゴケ属
51. B. unguiculαtαHedw. 
ネジクチゴケ 向陽の地上・岩上，石灰質を好む
〔北・本・四・九・ 1中;世界各地〕
Tortula Hedw.ネジレゴケ属
52. T. muralis Hedw 
ヘラハネジレゴケ 戸地川コンクリート上，石灰
質を好む
〔本〔中部以南);世界各地〕
Pottia (Reichenb.) Ehrh. ex Fuernr.セ
ンボンゴケ属
53. P. truncαta (Hedw.) B.S.G.* 
ハナシセンボンゴケ棲井 (1954) JJB 29: 111 
-116 (佐渡:八幡 Y.Ikegami， Herb. K. Saku-
rai， no・21693，Dec. 1934) 
〔本(中部以南〉・四・九;世界各地〕
Grimmialesギボウシゴケ日
Grimmiaceaeギボウシゴケ科
Rhacomitrium Brid.シモフリゴケ属
54. R. cαnescens (Hedw.) Brid. 
スナゴケ 向陽の地上・岩と
〔北・本・四・九;台・支・欧・北阿・マデー
ラ・コーカサス・シッキム・セイロン.;jヒ米・
アラスカ〕
var. ericoides (Hedw.) Hampe 
ハイスナゴケ 向陽の地土・岩上
〔北・本・四・九;台・シベリア・コーカサス
欧・北米〕
55. R. f，αsciculare (Hedw.) Brid. 
ミヤマスナゴケ 金北山・妙見山，陰岩上
〔北・本・四・九(亜高山一高山帯);世界各
地〕
var.αtroviride Card. 
ナガエノスナゴケ 戸地川，畑野町:加茂林・河
内
〔本・九;朝・台・支・比・ボノレネオ〕
Syn. R. hedwigioides Sak. var. chrysophyllum 
Sak. in Bot. Mag. Tokyo， 56: 221 (1942) 
一畑野村:猿八 160m(池上 1939)
猿八部落近くの路傍の岩上のものについて命名，
記載されたが，現在は母種ミヤマスナゴケの中に
含められている。
56. R. heterostichum (Hedw.) Brid. 
クロカワキゴケ 山地の岩上
〔北・本・九;朝・台・支・ヒマラヤ・欧・タ
スマニア・北米・アイスランド・グリーンラン
ド・アラスカ〕
var. sudeticum (Funck) Bauer 
ヒメスナゴケ 山地の岩上
〔北・本・四・九(亜高山高山帯);欧・北
米〕
57. R. lanuginosum (Hedw.) Brid. 
シモフリゴケ 大佐渡尾根:金北山・妙見山・金
剛山などの草原
〔北・本・四・九(高山砂E築地);世界各地〉
Grimmia Ehrh. ex Hedw.ギボウシコケ属
58. G. pilifera P. Beauv. 
ケギポウシゴケ 山地向陽乾岩上
〔北・木・四・九;朝・亜・北米東岸部・メキ
シコ〕
Schistidium Brid.シズミギボウシコケ属
59. S. liliputanum (c. Muell.) Deguchi 
コメパギポウシゴケ大佐渡高地の陽岩・樹幹上
〔北・本・四・九，支〕
60. S. strictum (Turn.) Loeske ex Mart. 
ホソギボウシゴケ 山地の岩上・樹幹上
〔北・本・四・九;支・ヒマラヤ・シベリヤ・
欧・北米〕
Coscinodon Spreng.ツバナコケ属
61. C. cribrosus (Hedw.) Spruce 
ツバナゴケ岩首，岩上〔稀産)
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〔本・九;ヒマラヤ・コーカサス・欧・阿・北
米・グリーンランド〕
Ptychomitrium' Fuernr.チヂレゴケ属
62. P. lineαrifolium Reim. 
イシノウ工ノヒダゴケ 戸地JICa. 250m岩上，
暖地性
〔本・四・九;支〕
Erpodiaceaeヒナノハイゴケ科
Glyphomitrium Hrid;サヤゴケ属
63. G. minutissimum (Okam.) Broth. 
チャボサヤゴケ 山地林内のタシナサワフタギの
樹幹上
〔本・九2支〕
Funarialesヒョウタンゴケ目
Funariaceaeヒョウタ γゴケ科
Funαria Hedw.ヒョウタンゴケ属
64. F. hygrometricαHedw. 
ヒョウタンゴケ 山地の炭ガマ跡・タキ火跡など
に群生
〔北・本・四・九2世界各地〕
Physcomitrium Brid.ツリガネゴケ属
65. P. eurystomum Sendtn. 
ヒロクチゴケ 庭土・水田畦畔など土の上
〔本・四・九・沖・小;台・ベトナム・印・欧
阿〕
66. P. j，αrponicum (Hedw.) Mitt. 
コツリガネゴケ前種に同じ
〔北・本・四・九・沖2朝・台・支・印〕
67. P. savαtieri Besch. 
ツリガネゴケ前種に同じ
〔本・四〕
68. P. sphαericum (Ludw.) Fuernr. 
アセゴケ前種に同じ
〔本・四・九・沖;朝・台・シベリヤ・欧〕
Eubryalesホンマゴケ日
Bryaceaeカサゴケ科
Leptobryum (B.S.G.) Wils.ナシゴケ属
69. L. pyriforme (Hedw.) Wils. 
ナシゴケ ドンデン Ca.300m，金井町:千種，
山地の湿土・湿岩・植木鉢土
〔北・本・四・九;世界各地〕
Pohlia Hedw.ヘチマゴケ属
70. P. cαmptotr，αchelα(Ren. et Card.) Broth. 
var. vestitissimα(Sak.) Ochi 
ホザキミスゴケ 金井町:千種，新穂村:清水寺
越
〔本・四・九〕
71. P. f，αuriei (Card.) Ihs. 
チョウチンマコケ 路傍，崖商などの土の上
〔北・本・九〕
72. P. flexuosa H∞k. 
ケヘチマゴケ 山地の林縁，路傍・崖面など土の
上
〔本・四・九・沖;台・支・比・マライ・中米
南米〕
73. P. proligera (Kindb.) Lindb. ex Arn. 
ホソエヘチマゴケ大佐渡尾根草地 Ca.900m， 
金井町庭土上
〔北・本・四・九;北半球〕
74. P. wαhlenbergii (Web. et Mohr) Andr. 
チョウチンハリガネゴケ 山地の林縁，路傍の湿
土・湿岩上
〔北・本・四;世界各地〕
Epipterygium Lindb.アカスジゴケ属
75. E. tozeri (Grev.) Lindb. 
アカスジゴケ低地の土手・崖・洞穴などの土上
岩上
〔本(関東以南〉・四・九;台・比・ジャワ・
ヒマラヤ・コーカサス・欧・カナリー・アゾレ
ス・マディラ・北米西岸〕
Brαchymenium Schwaegr.ウリゴケ属
76. B. exile (Doz. et Molk.) Bosch et Lac. 
ホソウリゴケ金井町:千種，畑野町:下畑，Z地
上
〔北・本・四・九・沖・小;朝・台・比・ジャ
ワ・スマトラ・印・ヒマラヤ・セイロン〕
Anomobryum Schimp.ギンゴケモドキ属
77. A. Iiliforme (Griff.) Jaeg. 
var.， concinnαtum (Spruce) Loeske 
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ヒメギンゴケモドキ 畑野町:宮川小倉)11，金井
町:千種
〔北・本・四・九・1中，世界各地〕
Bryum Hedw.ハ1)ガネゴケ属
78. B.αrgenteum Hedw. 
ギンコoケ地上・岩上
〔北・本・四・九;世界各地〕
79. B. cαespiticium Hedw. 
ホソハリガネゴケ土の上
〔北・本・四・九;世界各地〕
80. B. cαpillαre Hedw. 
ハリガネゴケ地上・岩上
〔北・本・四・九・沖;世界各地〕
81. B. cellulare Hook. 
オンセンゴケ真野川 Ca.200m地上
〔北・本・四・九.i中;支・印・ヒマラヤ・ア
ッサム・ジャワ・スマトラ・マリアナ・カロリ
ン〕
82. B. pseudotriquetrum (Hedw.) Gaertn・
オオハリガネゴケ 水辺の地上岩上
〔北・本・四・九.i中;世界各地〕
83. B. tortifolium Brid. 
ランヨウハリガネコeケ地上
〔北・本・四・九・沖;北半球〕
Rhodobryum (Schimp.) Hampe 
カサゴケ属
84. R. gigαnteum (Schwaegr.) Par. 
オオカサゴケ経塚山 Ca.600m，新穂村:清水
寺越 Ca.300m，羽茂町:滝平，緩地性
〔本・四・九;台・支・ヒマラヤ・ジャワ・ス
マトラ・ボノレネオ・ハワイ・南阿・マダガスカ
ノレ〕
85. R. ontariense (Kindb.) Kindb.キ
カサゴケモドキ池上(相川町:入川 7842-C)
〔北・本・四・九;北半球〕
お1niaceaeチョウチンゴケ1斗
Mnium Hedw.チョウチンゴケ属
86. M. heterophyllum (Hook.) Schwaegr. 
コチョウチンコケ 林床の地上・岩上・樹上
〔北・本・九(北方性);台・支・シベリヤ・
ヒマラヤ・欧〕
87. M. hornum Hedw. 
オオヤマチョウチンゴケ 深山の林床・樹幹上
〔北・本・四・九(フ。ナ帯);シベリヤ・欧・
阿・北米〕
88. M. laevinerve Card. 
ナメリチョウチンゴケ 山地の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九;朝・台・シベリヤ・ヒマラ
ヤ・印・支〕
89. M. thomsonii Schimp. 
ヒメチョウチンゴケ金北山頂 1173m，林床土
〔北・本;北米〕
Trαchycystis Lindb. コパノチョウチンゴ
ケ属
90. T. flαgellaris (Sull. et Lesq.) Lindb. 
エゾチョウチンゴケ 高地の樹幹・朽木上
〔北・本・四・九(高地性);朝・支・シベリ
ヤ・北米・アラスカ〕
91. T. microphylla (Doz. et Molk.) Lindb. 
コパノチョウチンゴケ 山地の林床
〔北・本・四・九・ 1中;朝・支・シベリヤ〕
92. T. ussuriensis (Maack et Regel) Kop. 
ユガミチョウチンゴケ 大佐渡尾根:関越 Ca.
800m，朽木上
〔北・本・四(高地性);朝・台・支・シベリ
ヤ・コ{カサス〕
Plagiomnium Kop. ツルチョウチンゴケ属
93. P.αcutum (Lindb.) Kop. 
コツボチョウチンゴケ 渓側の湿土・湿岩
〔北・本・四・九・it;朝・台・ヒマラヤー東
亜・カムチャツカ〕
94. P. cuspid，αtum (Hedw.) Kop. 
ツボゴケ前種に同じ
〔北・本;北半球〕
95. P. j，αIponicum (Lindb.) Kop. 
ナガパチョウチンゴケ新穂村:清水寺越 Ca.
300m，湿地
〔北・本・四・九〕
96. P. mαximoviczii (Lindb.) Kop. 
ツルチョウチンゴケ 渓側の湿土・湿岩
〔北・本・四・九・沖・小;朝・台・支・比・
亜〕
97. P. rostrαtum (Schrad.) Kop. 
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subsp. vesicatum (Besch.) Nog. 
オオパチョウチンゴケ前種と同じ
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支・ヒマラヤ】
Rhizomnium (Broth.) Kop.ウチワチョウ
チンゴケ属
98. R. perssonii Kop. 
セイタカチョウチンゴケ大佐渡尾根の高地，渓
側の湿地
〔北・本〈中部以北);亜・欧・北米〕
99. R. striatulum (Mitt.) Kop. 
スジチョウチンゴケ 山地渓側の湿岩・朽木上
〔北・本・四・九;朝・台・印・ヒマラヤ・シグ
ッキム〕
100. R. tuomikoskii Kop. 
ケチョウチンゴケ 戸地IlI¥北鵜島:大野川，水
津，渓側の湿岩・朽木上
〔本・四・九〕
A ulacomniaceaeヒモゴヶ科
Aulacomnium Schwaegr.ナガミチョウチ
ンゴケ属
101. A. heterostichum (Hedw.). B.S.G. 
ナガミチョウチンゴケ畑野町:猿八 Ca.3oom
林内岩上(稀産〉
〔北・本(中国地方以北);支・シベリヤ・北
米東岸部〕
Rhizogoniaceaeヒノキゴケ科
Rhizogonium Brid.ヒノキゴケ属
102. R. dozyαnum S. Lac. 
ヒノキゴケ 山地の林床
〔北・本・四・九・沖;台・支〕
Bartramiaceaeタマゴケ科
Bartramia Hedw.タマゴケ属
103. B. pomiformis Hedw. 
var. elongata Turn. 
タマゴケ 山地林縁の土手，塊状群落
C北・本・四・1中;台・支・シベリヤ・ヒマラ
ヤ・欧・アノレジエリヤ・マデーラ・北米・アラ
スカ・グリーンランド〕
Philonotis Brid.ザワゴケ属
104. P.1iucata (Hook.) Mitt. 
カマサワゴケ 向陽水湿地の土上・岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支・比・印・
ネパー ノレ・阿・ハワイ〕
var. carinata (Mitt.) Ochi 
オレサワゴケ ドンデン Ca.400m，湿地
〔本・九・1中，朝・台〕
105. P. fontαna (Hedw.) Brid. 
サワゴケ 水湿地の土上・岩上
〔北・本・九;台・印・ヒマラヤ・欧・北米・
アラスカ〕
106. P. lancifoliαMitt. 
ナガパザワゴケ前種と同じ
〔本・四・九;東南アジア〕
107. P. thwaitesii Mitt. 
コツクシサワゴケ前種と同じ
〔本・四・九・沖・小，東南アジア・支・印〕
108 o P. turneriαna (Schwaegr.) Mitt. 
オオサワゴケ前種と同じ
〔本・四・九・沖・小;台・支・東南アジア-
E{J・セイロン・ヒマラヤ・ネパーノレ・アフガニ
スタン・ハワイ〕
109. P. yezoαna Besch. et Card. 
エゾサワゴケ前種と同じ
〔北・本;朝〕
Orthotrichalesタチヒダゴケ目
Orthotrichaceaeタチヒダゴケ科
Orthotrichum Hedw.タチヒダゴケ属
110. O. anomalum Hedw.ホ
ヤマタチヒダゴケ野口(1968)JHBL舟0.31，
p. 116. fig. 2 (Niigata Pref.; ls1. Sado Aika-
wa，lkegami. 672) 
〔本(中部東北地方);北半球〕
111. O. consobrinum Card. 
コダマゴケ樹幹上・岩上
〔北・本・四・九〕
112. O. ibukiense Toyamaキ
野口 (1968)JHBL no. 31， p. 122， fig. 8 (Ni・
igata Pref.; ls1. Sado Kinpoku-zan， Nog. 
21525) 
f本〕
UlotαMohrキンモウゴケ属
113. U. crispa (Hedw.) Brid. 
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力ラフトキンモウゴケ樹幹上
〔北・本・四・九3シベリヤ・欧・阿・タスマ
ニヤ・北米・アラスカ〕
114. [λ japonicα(Sull. et Lesq.)乱1itt.
ヱゾキンモウゴケ樹幹上
121. F. lrichomitria (Hedw.) Lindb. 
スズゴケ河崎:赤玉越 Ca.100m樹幹上
〔北・本・四・九;朝・台・支・シベリヤ・北
米東岸部〕
〔北・本・四;樺・朝・北米西岸部・アラス Leucodontaceaeイタチゴケ科
カJ Leucodon Schwaegr.イタチゴケ属
122. L. sα:pporensis Besch. 
Macromitrium Brid.ミノゴケ属 イタチゴケ深山の樹幹上(クリ・ミズナラ・ブ
115. M. gymnostomum Sull. et Lesq. 
ヒメミノコケ 戸地JICa. 250m，北鵜島:大野
JlI Ca. 100m，藻浦海岸，向陽の岩上
〔本・四・九.i中・小;朝・台・支・ベトナ
ム〕
116. M. jαIponicum Doz. et Molk. 
ミノゴケ 山地の樹幹
〔北・本・四・九・沖・小;朝・台・支・シベ
リヤ・タイ・ベトナム・印・セイロンユ
Isobryalesイヌマゴケ目
Climaciaceaeコウヤノマンネングサ科
Climacium Web. et Mohrコウヤノマンネ
ンゲサ属
117. C. dendroides (Hedw.) Web. et Mohr 
フロウソウ 渓側の湿地
〔北・本・九;朝・支・シベリヤ・欧・ニュー
ジーランド・北米・アラスカ〕
118. C. japonicum Lindb. 
コウヤノマンネングサ ドンデン Ca.800m，入
JI Ca. 300m，杉池 Ca.460m深山林床の腐植土
〔北・本・四・九(西南日本に多い);朝・支・
シベリヤ・チベット)
Hedwigiaceaeヒジキゴケ科
Hedwigia P. Beauv.ヒジキゴケ属
119. H. ciliata (Hedw.) Ehrh. ex P. Beauv. 
ヒジキゴケ 山地・丘陵の陽岩上
〔北・本・四・九;世界各地〉
Cryphaeaceaeツルゴケ科
Forsstroemia Lindb.スズゴケ属
120. F. japonica (Besch.) Par. 
ヒナイトゴケ 山地の樹幹・岩上
〔北・本・四・九;朝・シベリヤ〕
ナ〉
〔北・本(中部地方以北)J
Trachypodaceaeムジナゴケ科
Duthiella C. Muell.ノコギリゴケ属
123. D. speciosissima Broth. ex Card. 
マツムラゴケ真野町.静平，両津市:東立島，
林縁の地上(稀産〉
〔本(関東以南〉・四・九;台・支]
Neckeraceaeヒラゴケ科
Neckera Hedw.ヒラゴケ属
124. N. humilis Mitt. 
チャボヒラゴケ 山地の岩上・樹幹上
〔本・四・九)
125. N. pusilla Mitt. 
ヒメヒラゴケ 低山地の岩上・樹幹上
〔本・四・九〕
126. N. . yezoanαBesch. 
エゾヒラゴケ 山地の岩上・樹幹上(高地に多い〉
〔北・本・四・九・沖;朝・樺・沿海州〕
Homalia (Brid.) B.S.G.ヤマトヒラゴケ属
127. H. japonicαBesch・
ヤマトヒラゴケ 山地の岩上・樹幹上
〔北・本・四・九・沖)
Thamnobryum Nieuwl.オオトラノオゴケ
属
128. T.αlopecurum (Hedw.) Nieuwl. 
キツネノオゴケ 山地林内の岩上
〔北・本・四・九;朝・樺・ヒマラヤ・コーカ
サス eイラン・欧・阿・南米〕
129. T. plicαtulum (S. Lac.) Iwats. 
キダチヒダゴケ 山地林内の岩上
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〔本〈近畿以西〉・四・九・沖;朝・台〕
130. T. sandei (Besch.) Iwats. 
オオトラノオゴケ 山地の林内・林縁の岩上・樹
幹上
〔北・本・四・九;朝・台・支〕
Lembophyllaceae トラノオゴケ科
Isothecium Brid.コクザゴケ属
131 . 1. subdiversiforme Broth. 
ヒメコクサゴケ 戸地Jr[，水津林内岩上
〔本(中部以南〉・四・九・沖;朝・台〕
Dolichomitra . Broth.トラノオゴケ属
132. D. cymbifoliα(Lindb.) Btoth. 
var. subintegerrima Okam.* 
ハナシヱボウシゴケ相川町:入川(池上 788)
〔本・四・九〕
Dolichomitriopsis Okam.イヌエボウシゴ
ケ属
133. D. crenulatαOkam. 
ミドリイヌエポウシゴケ 金北山頂 1173m，低
木樹幹上(稀産)
〔北・本(中部以北))
134. D. diversiformis (Mi士t.)Nog. 
コクサゴケ 山地林内の樹木の根際
〔北・本・四・九;朝〕
Hookerialesアプラゴケ目
Hookeria何回アブラゴケ科
Hookeri，αSmith.アブラゴケ属
135. H. acutifoliαHook. et Grev. 
アブラゴケ 山地林床の土の上，石の上
〔北・本・四・九・沖・小3東南アジア・印・
セイロン・ネパール・北米・南米・ハワイ〕
Hypnobryalesシトネゴケ白
Theliaceaeヒゲゴケ科
Fαuriella B回ch.ヒゲゴケ属
136. F. tenuis (Mitt.) Card. in Broth. 
エダウロコゴケモドキ 山地林内の朽木・樹幹上
[北・本・四・九;朝・台・支・シペリヤ・比〕
F a broniaceaeコゴメゴケ科
Anαcαmptodon Brid.ソリハゴケ属
137. A. fortunei Mitt. 
ヤマトソリハゴケ金北山:新保道 Ca.350m， 
ブナ樹皮
〔本(東北以南〉・九;支〕
Schwetschkeopsis Broth.イヌケゴケ属
138. S. fabroniα(Schwaegr.) Broth. 
イヌケゴケ 山地の樹幹・岩上
、〔北・本・四・九;亜・ネパーノレ・北米東岸部〕
SchwetschkeαC. Muell.ケゴケ属
139. S. matsumurae Besch. 
キノウエノケゴケ大佐渡尾根，高地の樹幹上
〔本・九;台〕
Leskeaceaeウスグロゴケ科
OkαmurαeαBroth.オカムラゴケ属
140. O. brαchydictyon (Card.) Nog. 
ホソオカムラコケ 山地の樹幹・岩上
〔本・四・九;朝・台〕
141. O. brevipes Broth. 
コシノオカムラゴケ 山地の樹幹上
〔北・本7
142. O. hαkoniensis (Mitt.) Broth. 
オカムラゴケ 山地の樹幹上
〔北・本・四・九;朝・台・ヒマラヤ〕
LeskeαHedw.ウスグロゴケ属
143; L. polycarpαEhrh. ex Hedw. 
コシノウスゲロゴケ 金井町:吉井本郷(ツバキ
樹幹〕
〔北・本;コーカサス・アムーノレ・シベリヤ・
欧・北米〕
Orthoamblystegium Dix. et Sak. タチヤ
ナギゴケ属
144. O. longinerve (Card.) Toyama 
ナカスジゴケ 山地の樹幹上(小佐渡ユキツパキ
群落)
〔北・本;朝〕
Pseudoleskeopsis Broth.アサイトゴケ属
145. P. zippelii (Doz. et Molk.) Broth. 
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アサイトゴケ 山地渓仮tlの湿岩上
〔北・本・四・九.~中;朝・台・支・東南アジ
ア〕
Rigodiadelphus Dix.キツネゴケ属
146. R. robustus (Lindb.) Nog. 
キツネゴケ ドンデン・金北山，高地の樹幹上
〔北・本・四・九;棒・シベリヤ東部〕
Th uidiaceaeシノブゴケ手斗
Haplohymenium Doz. et Molk.イワイト
ゴケ属
147. H. pseudo-triste (C. Muell.) Broth. 
コパノイ卜ゴケ 低地の樹幹・岩上
〔本(中部以南〉・四・九・1中・小;朝・台・
ベトナム・セイロン・南阿・豪・ニュージーラ
ンド〕
148. H. sieboldii (Doz. et Molk.) Doz. et Molk. 
イワイトゴケモドキ 山地の樹幹上
〔本・四・九・沖;朝・台〕
149. H. triste (Ces.) Kindb. 
イワイトゴケ 低地の樹幹・岩上
日ヒ・本・四・九・1中;朝・台・支・シベリヤ
欧・北米東岸部・ハワイ〕
Anomodon H∞k. et Tayl.キヌイトゴケ
属
150. A. giraldii C. Muell. 
オオバギボウシゴケモドキ 山地の樹幹・岩上
〔北・本・四・九;朝・支・シベリヤ〕
151. A. longifolius (Brid.) Hartm. 
キヌイトゴケ 山地の樹幹・岩上
〔北・本・四・九;樺・シベリヤ・欧・コーカ
サス〕
152. A. rugelii (C. Muell.) Keissl. 
ヱゾイトゴケ 高地の樹幹上(ブナ・ミズナラ)
〔北・本・四・九;朝・支・シベリヤ・ベトナ
ム・欧・コーカサス・北米東岸部〕
Herpetineuron (C. Muell.) Card.ラセン
ゴケ属
153. H. toccoαe (Sull. et LesωCard. 
ラセンゴケ北鵜島:大野川，岩上
〔本・四・九・1中;世界各地〕
Claopodium (Lesq. et James) Ren. et 
Card.ハリゴケ属
154. C. crispifolium (Hook.) Ren. et Card. 
ミヤマハリゴケ 金北山頂 1173m，地上
〔本(日本海側);シベリヤ・アムール・北米
西岸部〕
155. C. grαcillimum (Card. et Th己r.)Nog. 
ホソハリゴケ 相川町:大浦，林内の土の上
〔本・九・沖;台〕
156. C. pellucinerve (Mitt.) Best. 
フトハリゴケ 原野の地上
〔北・本・四・九;朝・支・シベリヤ・印・パ
キスタン・メキシコ・北米西岸部・アラスカ〉
157. C. prionophyllum (C. Muell.) Broth. 
ナガスジハリゴケ 山地の地上・岩上・樹幹上
〔北・本・四・九;朝・支・タイ・ピノレマ・ス
マトラ・ボノレネオ・セレベス・比・印・セイロ
ン・ネパーノレ・フイージー・ハワイ]
Haplocladium (C. Muell.) C. Muell. 
コパノキヌゴケ属
158. H.αngustifolium (Hampe et C. Muell.) 
Broth. 
ノミハニワゴケ 山地の地上・岩上・樹幹上・朽
木上
〔北・本・四・九.~中;世界各地]
159. H. microphyllum (Hedw.) Broth. 
コメパキヌゴケ前種と同じ
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支・ヒマラヤ
シベリヤ・シッキム・印・欧・阿・北米・南米〕
BoulαuαCard.チャボスズゴケ属
160. B. mittenii (Broth.) Card. 
チャボスズゴケ 高地の樹幹上(グリ・ミズナラ
ブナ〕
〔北・本・四・九;朝・シベリヤ・棒・千〕
Rauiella Reimersパンダイゴケ属
161. R. fujisαnα(Par.) Reim. 
パンダイゴケ 大佐渡高地の樹幹上(ミズナラ・
プナ〉
〔北・本・四・九(フ守ナ帯);朝・シベリヤ〕
Thuidium B.S.G.シノブゴケ属
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162. T. cymbifolium (Doz. et Melk.) Doz. et 
Molk. 
ヒメシノブゴケ 山地地上・岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支・東南アジ
ア・印・セイロン・ニューギニア・ミクロネシ
ア〕
163. T. kanedae Sak. 
トヤマシノブゴケ 山地の地上・岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支〕
164. T. recognitum (Hedw.) Lindb. 
var. delicatulum (Hedw.) Warnst. 
コパノエゾシノブゴケ 山地の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九;世界各地〕
165. T. sparsifolium (Mitt.) Jaeg. 
チャボシノブゴケ 山地の湿岩・樹幹・朽木上
〔北・本・四・九 .r'中・小，朝・台〕
166. T. tαmαriscinum (Hedw.) B.S.G. 
オオシノブゴケ小倉:柿谷地 Ca.300m，岩上
〔北・本・四;樺・欧・ジャマイカ・アゾレス〕
Hylocomiopsis.Card. ヒナトラノオゴケ属
167. H. ovicαrpa (Besch.) Card. 
ヒナトラノオゴケ金北山 Ca.900m，樹幹上
〔北・本・四・九(フやナ←亜高山帯);朝・樺〕
J¥mblystegiaceaeヤナギゴケ科
Crαtoneuron (SuU.). Spruce . exHag. 
シャゲマゴケ属
168. C. lilicinum (Hedw.) Sprute 
ミズシダゴケ 山地の水湿地
〔北・本・四・九;世界各地〕
Campyliαdelphus (Kindb.) Kandaコlガ
ネハイゴケ属
169. C. chrysophyllus (Brid.) Kanda 
コガネハイゴケ 山地の池上・岩上
〔北・本・四・九;北半球〕
Leptodictyum (Schimp.) Warnst.ヤナギ
ゴケ属
170. L. bαnd，αiense (Tak.) Kanda 
パンタeイカヤゴケ 乙和池 560m，浮島湿地
〔本(稀産))
171. L. ripαrium (Hedw.) Warnst. 
ヤナギゴケ相川町:中山，湿岩上
〔北・本・四・九〕
Dri!panocladus (C. MueIl.) Roth 力ギハ
イゴケ属
172. D. ex，αnnulatus (B.Sι) Warnst. 
ミヤマカギハイゴケ 山地の泉水・池水中
〔本;北半球〕
173. D. fluitans (Hedw.) Warnst. 
ウカミカマハイゴケ 山地の泉水・池水中
〔本・四;世界各地〕
Sasaokae Broth.ササオカゴケ属
174. S.αomoriensis (Par.) Kanda 
アオモリカギハイゴケ金北山:ジュンサイi也
Ca.560m，小倉:柿谷地 Ca.570m，湿地
〔本・九〕
Calliergonellα(Card.) Card. et Broth. 
ヤリノホゴケ属
175. C. cuspidatα(Hedw.) Loeske 
ヤリノホゴケ 山地の水湿地
〔北・本;朝・支・シベリヤ〕
Brachytheciaceaeアオギヌコケ科
Homαlothecium B.S.G.アツブサゴケ属
176. H. laevisetum S. Lac. 
アツブザゴケ 山地の岩上・樹幹上
uヒ・本・四・九;朝・台・支・シベリヤ〕
Palamocladium C. MueIl.アツブサゴケモ
ドキ属
177. P. macrostegium (SuIl. et Lesq.) Iwats. et 
Tak. 
ホソヒダコ。ケ 真野JI，小木町:強清水，岩上
〔本・四・九・沖・小，朝・台〕
var. pilifolium (Toy.) Tak. et Iwats. 
戸地バ[，大倉越，関川，小木町:強清水，岩上
〔本・九・沖〕
Cαmptothecium B.S.G.ザラツキコケ属
178. C. auriculαtum (Jaeg.) Broth. 
ザラツキコeケ真野JH，岩上
〔北・本;棒・台〕
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Myuroclade Besch.ネズミノオゴケ属
179. M. mαximowiczii (Borosz.) Steere et Schof. 
ネズミノオゴケ 山地林縁の岩上・樹幹上
Ut・本・四・九;朝・支・シベリヤ・モンゴ
ル・アラスカユ
Brαchythecium B.S.G.アオギヌゴケ属
180. B. brotheri Par. 
アラハヒツジゴケ 大佐渡高地，林縁の地上
〔北・本・四;樺〕
181. B. buchananii (Hook.) Jaeg. 
ナガヒツジコケ 山地の地上・岩上・樹幹上
〔北・本・四・九;朝・台・ヒマラヤ・比・ニ
ュー ギニヤ〕
182. B. coreanum Card. 
コマノヒツジゴケ 山地の林床
〔本・四・九;朝〕
183. B. helminthoclαdum Broth. et Par. 
ヒモヒツジゴケ 山地の地と・岩上
〔本・四・九〕
184. B. plumosum (Hedw.) B.S.G. 
ハネヒツジゴケ 山地の地上・岩上・樹幹上
(;jヒ・本・四・九;世界各地〕
var. mimmαgαe Card. 
ミウマヤヒツジゴケ 経塚山 Ca.300m，岩上
〔本・九〕
185. B. populeum (Hedw.) B.S.G. 
アオギヌゴケ 山地の岩上・樹幹上
C北・本・四・九;半北球〕
var. longisetum B.S.G. 
ナガエノアオキ‘ヌゴケ 戸地JI，新穂村:清水寺
越，岩上
〔本・四・九〕
var. quelpαertense (Card.) Tak. 
サイシュウヒツジゴケ 沢根:中山，岩上
〔本;朝〕
var. yαmαmotoi (Sak.) Tak. 
キンキヒツジゴケ 戸中:大塚山道，金北山:ジ
ュンサイ池 Ca.1000m，樹幹上
〔北・本・四・九〕
186. B. pulchellum Broth. et Par. 
ツヤヒツジゴケ 山地の樹幹上
〔北・本・九〕
187. B. rivulare B.S.G. 
タニゴケ 山地の湿地・湿岩上
〔北・本・四・九;北半球〕
188. B. rutαbulum (Hedw.) B.S.G. 
ヒロハノフサコケ 山地の林床
〔北・本・四・九;世界各地〕
189. B. salebrosum (Web. et Mohr) B.S.G. 
ヒロハフサコeケ経塚山頂 Ca.600m，真野町:
小川内，地上
〔北・本・四・九;世界各地〕
190. B. wichurαe (Broth.) Par. 
ヒツジゴケ大倉越道，金井町:千種，地上
〔本・四・九;台・支・ネパール〕
Brylinia Kaurinヤノネゴケ属
191. B. noesica (Besch.) Broth. 
ムツヤノネコケ 山地の地上・岩上
〔北・本・四・九〕
192. B. novαe-angliαe (Sull. et Lesq.) Grout 
ヤノネゴケ 山地の地上・岩上
〔北・本・四・九;朝・支・シベリヤ・ヒマラ
ヤ・欧・北米・アラスカ〕
193. B. sublαevifolia Broth. et Par. ex Card. 
ネジレヤノネゴケ 山地の池上・岩上
〔北・本・四・九〕
194. B. tenerrima Broth. et Yasuda 
ヒメヤノネコケ両津市:東立島，湿岩上
〔北・本〕
195. B. tokubuchii (Broth.) Par. 
エゾヤノネゴケ 山地の地上・岩上
〔北・本・九〕
196. B. trichomitria Dix. et Ther. 
キンモウヤノネゴケ 小倉:柿谷地 Ca.300m.
山地の地上
〔本・四・九〕
Eurhynchium B.S.G.キブリナギゴケ属
197. E. eustegium (Besch.) Dix. 
オニヒツジゴケ二和池Ca.560m，ミズナラ樹幹
〔北・本・四・九〕
198. E. hians (Hedw.) S. Lac. 
ツクシナギゴケモドキ 林中渓側の岩上・地上
口ヒ・本・四・九・沖;台・印・コーカサス・
欧・北米〕
199. E. laxirete Broth. ex Card. 
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ナガスジミカヅキゴケ 渓側の岩上・地上
〔本・四・沖;朝〕
2ゆo.E. ripαrioides (Hedw.) Ricks. 
ヅキナギゴケ 渓流の水のかかる岩上
〔北・本・四・九2世界各地〕
201. E. sαvαtieri Schimp...ex Besch. 
ヒメナギゴケ 山地渓側の岩上 1 地上
〔北・本・四・九・沖〕
StokesieUa Robins;キブリナギゴケ属
202. S.αrbuscula (Broth.) Robins. 
キブリナギゴケ 1新穂村:清水寺越 Ca.200m， 
岩上
〔本(関東以南)・四・九;台〕
Rhynchostegium B.S.G.カヤゴケ属
203. R. contrαctum Card. 
サイシ2 ウテンゲゴケ 山地の地上・岩上
〔本・四・九;朝〕
204. R. inclinαtum (Mitt.) Jaeg. 
カヤゴケ金井町:千種，鷲崎，地上・岩上
〔本・四・九・沖〕
205. R. ovalifolium Okam. 
イセノテングゴケ 山地の岩上
〔本・九〕
206. R. pαllidifolium (Mitt.) Jaeg. 
コカヤゴケ 山地の岩上
〔北・本・四・九・沖・小〕
Entodontaceaeツヤゴケ科
Pterigynαndrum Hedw;ネジレイトゴケ属
207. P. liliforme Hedw. 
ネジレイトゴケ 高地の樹幹・岩上(プナ帯)
〔北・本・四・九;朝・シベリヤ・カシミーノレ
コーカサス・欧・北阿・北米・アラスカ〕
Entodon C. Muell.ヅヤゴケ属
208. E. chαllengeri (Par.) Card. 
ヒロハツヤゴケ 山地の岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・台・比・シベリア
印・ヒマラヤ〕
210. E. scαbridens Lindb. 
カラフトツヤゴケ 山地の樹幹上(高地)
〔北・本・四;シベリヤ・豪〕
211. E. sullivαntii (C. Muell.) Lindb. 
var. versicolor (Besch・)Miz. 
ホソミツヤゴケ 山地の岩上
〔北・本・四・九;朝・北米東岸部・豪〕
Plagiotheciaceaeサナダゴケ科
Plagiothecium B.S.G.サナダゴケ属
212. P. cavifolium (Brid.) Iwats. 
マ)J.，.フサゴケ 山地の林縁・草地などの地上
〔北・本・九;朝・シベリヤ・ヒマラヤ・欧・
北米・アラスカ〕
var. f，αIαx (Card. et Thるr.)Iwats. 
=ツコウタケナガゴケ金北山頂 1173m，妙見
山 Ca.700m，地上
〔北・本・四;台・アラスカ1
213. P. euryphyllum (Card. et Th毛r.)Iwats. 
オオサナダゴケモドキ 山地の地上・岩上・株元
〔北・本・四・九・沖;朝・台〕
var. brevirameum (Card.) Iwats. 
スギネタケナガゴケ新穂村:清水寺，杉株元
〔北・本・四・九・沖〕
214. P. nemorale (Mitt.) Jaeg. 
ミヤマザナダゴケ 山地の地上・岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支・シベリヤ
ヒマラヤ・欧・阿〕
forma japonicum (Sak.) Iwats. 
ヤマサナダゴケノ山地の地上・岩上
〔本・九・ f中〕
Taxiphyllum Fleisch.キャラハゴケ属
215. T.αlternαns (Card.) Iwats. 
コウライイチイゴケ 水路・畦畔の湿地
〔本・九;朝・北米東岸部〕
〔本・四・九;朝・支・シベリヤ・モンゴール 216. T. aomoriense (B回 ch.)Iwats. 
欧・北米東岸部〕 ザナダゴケ 山地の湿地
209. E. rubicundus (Mitt.) Jaeg. et Bauerb. (北・本・四・九(東北日本に多い);朝・亜〕
エダツヤゴケ真野町:国分寺，新穂村:清水 217・ T.1Jiraldii (C. Muell.) Fleisch. 
寺，地上 コキャラボクゴケ山地の地上・岩上
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〔北・四・九〕
218. T. sαdoense (Sak.) 1wats.ホ
オオパサナダコケ楼井 (1949)Bot. Mag. To・
kyo， no. 62: 113， fig. 4， 1s1. Sado， Hatano 
(Ikegami， Sak. 13336， Apri!. 1939) 
〔本〕
本種は池上 (1939)によって，畑野町宮川の小倉
川で採集され命名されたものである。
219. T. tαxirameum (Mitt.) Fleisch. 
キャラハゴケ 山地の地上・岩上
〔北・本・四・九・1中，朝・台・東南アジア・
ヒマラヤ・セイロン・カロリン・サモア・東米
東岸部・中南米・西インド諸島〕
Isopterygium Mitt.アカイチイゴケ属
220. 1. densum Card. 
ヒダハイチイゴケ 二和池 Ca.560m，真野町;
国分寺，水津，山地の地上・樹幹上
〔本・四・九・1中3
221. I. pohliaecαrpum (Sull. et Lesq.) Jaeg. 
アカイチイゴケ 山地の土の上
〔本・四・九・沖・小，台・ボルネオ・ラオス〕
Sematophyllaceaeハシボソゴケ干ヰ
Clastobryella Fleisch.コモチイトゴケ属
222. C. kusαtsuensis (Besch.) 1wats. 
コモチイトゴケ 山地の樹幹上
〔本・四・九;台〕
WijkiαCrum 卜ゲハイゴケ属
223. W. hornschuchii (Doz. et Molk) GruI1 
ナンヨウトゲハイゴケ ドンデン:アオネパ越
Ca.700m，樹幹
〔本(中部以南〉・九;台〕
BrotherellαLoeske ex Fleisch.カガミゴ
ケ属
224. B. henonii (Dub.) Fleisch. 
カガミゴケ 山地林中の地上・岩上・株元
〔北・本・四・九・1中;朝・台・支〕
225. B. yokohαmae (Borth.) Broth. 
ケカガミゴケ新穂村:清水寺越 Ca.350m，赤
泊村:下川茂 Ca.150m，林中の地上
〔本・四・九;支〕
Hypnaceaeハイゴケ科
Pylaisiella Kindb. ex Groutキヌゴケ属
226. P. brotheri (Besch.) 1wats. et Nog. 
キヌゴケ 山地の樹幹上
〔北・本・四〕
227. P. subcircinata (Card.) 1wats. et Nog. 
マキハキヌゴケ樹幹上
〔北・本・九〕
Cαllicladium Crumクサゴケ属
228. C. hαld，αniαnum (Grev.) CruI1 
クサゴケ 山地の陰湿な朽木・株元
〔北・本・四;朝・千・シベリヤ・カシミール
欧・北米〕
Homomallium (Schimp.) Loeske キヌタ
ゴケ属
229. H. connexum (Card.) Broth. 
エゾキヌタゴケ 金井町:千種，畑野町:長谷，
樹幹上
〔本・四・九;朝・支〕
230. H. japonico・adnatum(Broth.) Broth. 
ヤマトキヌタゴケ タダラ降 Ca.930m，ブナ朽
木
〔北・本・四・九;朝〕
Hypnum Hedw.ハイゴケ属
231. H. cupressiforme Hedw. 
ハイヒパゴケ岩上・樹幹上
〔北・本・四(日本海側・東北地方・四国瀬戸
内側);世界各地〕
232. H. dieckii Ren. et Card.キ
タマキチリメンゴケ堀川・安藤 (1957) JJB 
no・32:225-231， fig.1-3， Sado， Totu-gawa 
(K. Homma-1-36958) 
〔北・本・四・九;北米西岸部・アラスカ・ア
リューシャン〕
233. H. erectiusculum Sull. et Lesq. 
ヒラハイゴケ 山地の岩上
〔北・本・四・九，朝〕
234. H. fujiyamae (Broth.) Par. 
フジハイゴケ 関越 Ca.800m，林内の杉朽木
〔北・本・四・九;朝〕
235. H. lindbergii Mitt. 
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ヱゾハイゴケ 山地の地上
〔北・本・四・九;北半球〕
236. H. oldhamii (Mitt.) Jaeg. et Sauerb. 
ヒメハイゴケ 山地の地上・岩上・樹幹上
〔北・本・四・九・ 1中;朝・支〕
237. H. pallescens (Hedw.) P. Beauv. 
キノウエノコハイゴケ大佐渡高地 Ca，800m，
杉・イチイの樹幹
〔北・本・九;北半球〕
238. H. plumaeforme Wils. 
ハイゴケ 山地・原野の地上・岩上
〔北・本・四・九.r'中;朝・台・支・シベリヤ
比・インドシナ・セイロン・ハワイ〕
239. H. tristo-viride (Broth.) Par. 
イトハイゴケ 高地の樹幹・朽木上
〔北・本・四・九;朝台支〕
Herzogiella Broth.ツヤイチイゴケ属
240. H. perrobusta (Broth. ex Card.) Iwats. 
ミチノクイチイゴケ林中の地上・岩上
〔本・四・九・沖;朝〕
241. H. turfacea (Lindb.) Iwats. 
ツクモハイゴケ金井町:千種
〔北・本;朝・シベリヤ・欧・北米〕
Ctenidium (Schimp.) Mitt.クシノハゴケ
属
242. C. capillifolium (Mitt.) Broth. 
クシノハゴケ 山地の地上・岩上
〔本・四・九・1中;朝・台・棒〕
243. C. hastile (Mitt.) Lindb. 
コクシノハゴケ大佐渡スカイライン Ca.700m，
経塚山 Ca.450m，岩上
〔本(関東以南〉・四・九・沖;朝〕
244. C. molluscum Mitt. 
var. japonicum Sak. 
ヤマ卜クシノハゴケ 山地の岩上
〔本;北半球〕
Rhytidiaceaeフサゴケ科
Rhytidiadelphus CLimpr.) Warnst. 
フザゴケ属
245. R. japonicus (Reim.) Kop. 
コフサゴケ 山地の林内地上・岩上
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〔北・本・四・九;朝・棒〕
Hylocomiaceaeヒヨタゴケ科
Hylocomium B.S.G.イワダレゴケ属
246. H. brevirostr!3 (Brid.) B.S.G. 
var. cavifolium (S. Lac.) Nog. 
フトリュウピゴケ 山地林縁の地上・岩上
〔北・本・四・九〕
247. H. pyrenaicum (Spruce) Lindb. 
ミヤマリュウビゴケ 妙見山 Ca.900m，岩上
〔北・本・四(亜高山一高山帯);朝・シベリ
ヤ・欧・北米・アラスカ〕
248. H. splendens (Hedw.) B.Sι 
イワダレゴケ金北山:カキツパタ池 Ca.1000 
m，高地林内の地上・岩上
〔北・本・四・九;北半球・阿・ニュージーラ
ンド〕
HEPA TICAE (Hepaticopsida)苔綱
JUNGERMANNIIDAEウロコゴケ亜綱
J ungermannialesウロコゴケ目
Blepharostomataceaeマツバウロコゴケ科
Blephαrostomα(Dum.) Dum.マツバウロ
コゴケ属
1. B. millus Horik. 
チャボマツバウロコゴケ 山地の湿土・湿岩・朽
木上
〔北・本・四・九・1中;朝・樺〕
Ptilidiaceaeテガタゴケ科
Ptilidium Neesテガタゴケ属
2. P. pulcherriinum (Web.) Hampe 
テガタゴケ大佐渡尾根 Ca.800m以上， イチ
イ・ミヤマナラ樹幹
〔北・本・四・九;朝・支・棒・シベリヤ・欧
北米・アラスカ〕
Trichocoleaceaeムグムグゴケ科
Trichocolea Dum.ムクムクゴケ属
'3. T. tomentella (Ehrh.) Dum.白
ムクムクゴケ 山地渓側の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・台・支・ジャワ・
印・サモア・欧・北米〕
Lepidoziaceaeムチゴケ科
Kurzia Mart.コスギパコ‘ケ属
4. K. makinoαna (Steph.) Grolle 
コスギパゴケ 山地の陰湿地
Ut・本・四・九・沖;朝・台・比・カナダ〕
Lepidoziα(Dum.) Dum.スギパコ、ケ属
5. L. reptans (L.) Dum. 
ハイスギパゴケ相川町:関寒戸 Ca.20，風穴
湿岩
〔北・本・四・九;棒・台・ヒマラヤ・欧・北
米・南米〕
6. L. vitreαSteph. 
スギパゴケ 山地の湿土・湿岩上
〔本・四・九・1中;朝・台〕
Bazzania S. Grayムチゴケ属
7. B. bidentula (Steph.) Steph. 
フタパムチゴケ ドンデン Ca.800m，金剛山
Ca.960m，杉株元
〔本・四・九(亜高山帯);朝・台・支3
8. B. denudata (Torrey) Trev. 
タマゴパムチゴケ大佐渡高地，相川町;関寒戸
Ca. 20m，風穴，杉・朽木・コケのマット上
〔北・本・四・九(亜高山帯);樺〕
9. B. japonica (S. Lac.) Lindb. 
ヤマトムチゴケ畑野町:加茂林 Ca.50m，アカ
マツ林床
〔本・四・九・沖;支・タイ・スマトラ・サモ
ア3
10. B. pompeαna (S. Lac.) Mitt. 
ムチゴケ畑野町:加茂林 Ca.50m，アカマツ林
床
〔本・四・九;朝〕
11. B. tridens (R.B.N.) Trev. 
コムチゴケ 真野町:国分寺庭土
〔本・四・九・沖・小;朝・台・支・東南アジ
ア・印〕
Calypogeiaceaeツキヌキゴケ科
Calypogeia Raddiヅキヌキゴケ属
12. C. angusta Steph. 
オオホラゴケモドキ 山地林縁の土の上
〔北・本・四〕
13. C. arguta Mont. et Nees 
チャボホラゴケモドキ 山地林縁の土の上
〔本・四・九.i中・小;朝・台・ジャワ・シン
ガポー ノレ・タイ・ 7 レー・印・ヒマラヤ・ニュ
ーギニア・ミクロネシア・欧・阿・北米〕
14. C. integristipula Steph. 
ミヤマホラゴケモドキ 山地林縁の土の上
〔北・本・四・九;樺・欧・北米・アラスカ7
15. C. tosana (Steph.) Steph. 
トサホラコケモドキ 山地林縁の士の上
〔北・本・四・九・1中;朝・台・太平洋諸島1
var. yoshinaganα(Steph.) S. Hatt. 
ヨシナガホラゴケモドキ 山地林縁の土の上
〔本・四・九;朝〕
16. C. trichomanis (L.) Corda 
ホラゴケモドキ山地林縁の地上
〔北・本・四・九;樺・台・印・シベリヤ・欧
阿・北米・中米〕
Metαrαlypogeiα(S. Hatt.) Inoueアオホ
ラゴケモドキ属
17. M. cordifoliα(Steph.) Inoue 
ヒロハホラゴケモドキ大佐渡:大倉越 Ca.150 
m，金北山吉井道 Ca.350m，新穂村:生椿 Ca.
400m，山地林縁の土の上
〔北・本・四・九;台〕
Lophoziaceaeイチョウウロコゴケf+
TritomariαSchi妊n・イチョウウロコゴケ属
18. T. exsectα(Schmid.) Schi妊n.
イチョウウロコゴケ大佐渡:関越 Ca.800m，
金剛山頂 Ca.960m，杉株元
〔北・本・四・九;台・支・シベリヤ・ヒマラ
ヤ・ボルネオ・欧・北米・アラスカ〕
Lophoziα(Dum.) Dum.タカネイチョウウ
ロココ。ケ属
19. L. cornutα(Steph.) S. Hatt. 
オヤコゴケ大佐渡:関越 Ca.800m，杉林内コ
ケのマット上
〔北・本・四・九;樺・朝・台3
20. L. gutfulata (Lindb. et Arn.) Evans 
フォウリィイチョウウロコゴケ 金北山:カキツ
パタ池 Ca.1000m，杉朽木上
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〔北・本・四・九(亜高山帯h樺・朝・アラ
スカ〕
21. L. sudetica GrolIe 
マスハイチョウウロコゴケ金北山頂 Ca.1170 
m，岩上
C北・本・四・九(高山帯);樺・シベリヤ・
ヒマラヤ・欧・北米・グリーンランド〕
JamesonieUα(Spruce) Schi妊n.アキウロ
コゴケ属
22. J.αutumnalis (De Cand.) Steph. 
アキウロコゴケ 山地林内の朽木・岩上
〔北・本・四・九;朝・支・台・ボルネオ・シ
ベリヤ・ヒマラヤ・コーカ+ス・欧・メキシコ
コスタリカ・北米〕
J ungermanniaceaeツボミゴケ科
Nαrdia S. Grayアカウロコゴケ属
23. N. assamica (Mitt.) Amak. 
アカウロコゴケ 山地林縁の崖面・粘土質の土の
上
〔北・本・四・九;朝・支・アッサム・コーカ
サス〕
24 • N. subclavαtα(Steph.) Amak. 
オリーブツボミゴケ 山地林縁の崖面，粘土質の
土の上
〔北・本・四・九〕
Jungermαnnia L.ヅボミゴケ属
25. J.αtrovirens Dum. 
エゾツボミゴケ金北山新保道:放JICa. 700m， 
水湿岩
〔北・本;シベリヤ・欧・北米・アラスカ・グ
リーンランド〕
26. J. cordifoliαHook. 
ヒロハツボミゴケ、山地渓側の湿岩
C北・本・四・九;朝・台・支・亜・印・欧・
北米〕
27 . J. decolyanαSchi狂n.ex Steph. 
ヒマラヤソロイゴケ大倉越 Ca.200m，湿土
〔本・九;支・印・ヒマラヤ〕
28. J. fusiformis (Steph.) Steph. 
ツムウロコゴケ ドンデン:アオネバ越 Ca.700 
m，真光寺 Ca.200m，湿土
〔北・本・四・九;朝〕
29. J. infuscα(Mitt.) Steph. 
オオホウキゴケ 山地林縁の崖面の湿土
〔北・本・四・九・小;台〕
var. ovicαlyx (Steph.) Amak. 
タカネツボ吉ゴケ 山地の湿岩
〔北・本・四・九;朝〕
30. J. pyriflorαSteph. 
ナシガタソロイゴケ 戸地JICa. 400m，クダラ
峰 Ca.900m，湿岩
〔北・本・四・九(高地性);朝〕
31. J. subulat，αEvans 
ツツソロイゴケ 妙見山:戸地道 Ca.700m，関
越 Ca.800m，大佐渡尾根 Ca.900m，湿岩・朽
木上
〔北・本・四・九;樺・朝・台・印・ヒマラヤ
カナリー・欧・北米〕
32. J. torticαlyx Steph. 
マイマイヅボミゴケ 山地の湿土・湿岩
〔本・九〕
33. J. virgαtα(Mitt.) Steph. 
キブリツポミゴケ 山地の水湿地
〔北・本・四・九;朝〕
34. J. vulcanicola Steph. 
チャツボミゴケ ドンデン Ca.800m，沢根:中
山，湿地
〔北・本・四・九(硫黄泉に好んで生育);ジ
ャワ・スマトラ〉
MyliαS. Grayカタウロコゴケ属
35. M. verrucosαLindb. 
イボカタウロコゴケ 大佐渡尾根，杉林床の朽木
腐植土
〔北・本・四・九;律・シベリヤ〕
MarsupelIaceaeミゾゴケ科
Mαrsupella Dum.ミゾゴケ属
36. 且f.distichαSteph. 
チャポミゾゴケ大佐渡尾根 Ca.1000m，新穂
村:清水寺越 Ca.300m，地上・岩上
〔北・本・九〕
37. M. emαrginαta (Ehrh.) Dum. 
subsp. tubulosα(Steph.) N. Kitag. 
タカネミゾゴケ 山地の湿土・湿岩
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〔北・本・四・九〕
38. M. sphacelata (Gies.) Dum. 
ムラザキミゾゴケ ドンデン Ca.800m，金北山
Ca. 1100m，地上
〔北・本 01至高山ー高山帯);欧・北米・グリ
ーンランド〕
Gymnomitrion Cordaサキジロゴケ属
39. G. corallioides N回目
ザンゴサキジロゴケ金剛山頂 960m，陽岩上
〔北・本・四・九(高山帯);欧・シベリヤ・
北米・アラスカ・アリューシャン・グリーンラ
ンド〕
40. G. pacificum Grolle 
パシフィツクサキジロゴケ 金北山:吉井道 Ca.
350m，岩上
〔本(高山帯);欧・シベリヤ・グリーンラン
ド・北米・アラスカ〕
Scapaniaceaeヒシャグゴケ科
Diplophyllum (Dum.) Dum.シロコオイ
ゴケ属
41. D. obtusifolium (Hook.) Dum. 
マルパコオイゴケ 山地の地上
〔本(日本海側に多い);欧・北米〕
42. D. serrulatum (C. Muell.) Steph. 
ノコギリコオイゴケ金井町:千種，佐和田町真
光寺，土の上
〔本・四・九;朝・台〕
43. D. taxifolium (Wahl.) Dum. 
ホソパコオイゴケ大佐渡尾根，相川町:関の寒
戸 Ca.20m，地上・岩上
〔北・本・四・九(亜高山一高山帯);樺・朝・
シベリヤ・欧・北米・アラスカ〕
Scapania (Dum.) Dum.ヒシャクゴケ属
44. S. ampliata Steph. 
オオヒシャクゴケ金北山:カキツパタ池 Ca.
1000m，杉朽木上
〔本・四・九(亜高山帯);朝〕
45. S. ciliαta S. Lac. 
ウニパヒシャクゴケ関越 Ca.800m，金井町:
貝塚 Ca.4Oro，林内・湿土上
〔北・本・四・九・神3朝・台・支・ヒマラヤ3
46. S. parvidens Steph. 
コヒシャクゴケ 山地林内の湿土・湿岩
〔本・四・九〕
47. S. stephanii C. Muell. 
チャボヒシャクゴケ 山地林内の土の上
〔本(関東以南〉・四・九・沖〕
48. S. undulata (L.) Dum. 
ムラサキヒシャクゴケ 山地の清水中
〔北・本・四・九(亜高山帯渓流水中);朝・
樺・シベリヤ・欧・阿・北米・アラスカ〕
Lophocoleaceaeウロコゴケ科
Lophocolea (Dum.) Dum. トサカゴケ属
49. L. heterophyl<α(Schrad.) Dum. 
トサカゴケ 山地の樹幹・朽木上
〔北・本・四・九;朝・台・支・シベリヤ・印
欧・北米〕
50. L. minor Nees 
???『??
?????????????? 〕??? ?
?
?
Chiloscyphus Cordaフジウロコゴケ属
51. C. pallescens (Ehrh.) Dum. 
スケパウロコゴケ 山地渓側の湿土・湿岩
〔本;欧・北米〕
52. C. polyanthusくL.)Corda 
ヲジウロコゴケ 山地渓側の水のかかる湿土・湿
岩
〔北・本・四・九;棒・千・朝・台・支・シベ
リヤ・ヒマラヤ・欧・北米〕
Heteroscyphus Schiffn.ウロコゴケ属
53. H. bescherellei (Steph.) S. Hatt. 
オオウロコゴケ 山地の水湿地
〔北・本・四・九・神;朝・台〕
54. H. planus (Mitt.) Schi鉦n.
ツクシウロコゴケ 山地の水湿地(低地に多い〉
〔本・四・九・沖;台・支・北〕
Plagiochilaceaeハネゴケ科
Pedinophyllum Lin晶.ハイハネゴケ属
55. P. truncatum (Steph.) Inoue 
ハイハネゴケ 山地の林縁の土の上
一日ー
〔北・本・四・九2樺・朝・支〕
Plagiochila (Dum.) Dum.ハネコoケ属
56. P. acanthophyllαGott. 
subsp. japonica (S. Lac.) Inoue 
コハネゴケ 山地林縁の地上・岩上・樹幹上
〔北・本・四・九・沖・小2朝・台〕
57. P. hαkkodensis Steph. 
ミヤマハネゴケ金剛山頂 Ca..960m，金北山:
吉井道 Ca.600m，戸地JICa. 400m，地上・岩上
〔北・本・四・九;朝〕
58. P. ovalifolia Mitt. 
マルバハネゴケ 地山林縁の岩上・土の上
〔北・本・四・九・沖;朝・台〕
59. P. satoi S. Hatt. 
ヒメハネゴケ 妙見山:真光寺道 Ca.700m，金
北山東肩 Ca.10∞m，岩上
〔北・本・四;朝・北米〕
Cephaloziaceaeヤパネゴケ科
Hygrobiella Spruceヱゾヒメヤバネコoケ属
60. H. laxifolia (Hook.) Spruce 
ヱゾヒメヤパネコ宇ケ 金北山:吉井道 Ca.500， 
岩上
〔北・本・九;朝・欧・北米〕
Cephaloziα(Dum.) Dum.ヤパネゴケ属
61. C. connivens (Dicks.) Lindb. 
エゾヤパネゴケ金井町:中興，林内湿岩
〔北・本・四・九;棒・シベリヤ・欧・阿・北
米・グリーンランド・南米〕
62. C. leucαntha Spruce 
タカネヤパネゴケ関越 Ca..800m，大佐渡スカ
イライン屋敷平 Ca.750m，林内コケのマット上
〔北・本・四(亜高山帯);樺・欧・北米・ア
ラスカ・カムチャツカ〕
63. C. nipponica S. Hatt. 
カタヤパネゴケ関越 Ca.800m，杉樹皮上
〔北・本・四・九;タイ〕
64. C.otαruensis Steph. 
オタJI-ヤパネゴケ 山地の湿土・湿岩
〔北・本・四・九・沖;朝〕
Nowellia Mitt.ヲクロヤパネコケ属
65. N. curvifolia (Dicks.) Mitt.* 
フクロヤパネコeケ 井上 (1975)続日本苔類図鑑
p. 38-39， fig. 19 (築地書館)
E北ぶ本・四・九・沖;世界各地〕
Alobiellopsis Schust.ツツバナゴケ属
66; A. parvifolia (Steph.) Schust. 
ツツバナゴケ タダラ峰 Ca.800m，妙見山 Ca.
900m，両津市:下横山，土の上
〔本・四'九・沖〕
Odontoschisma (Dum.) Dum・クチキゴ
ケ属
67. O. denudatum (Nees) Dum. 
クチキゴケ 山地の岩上・樹株上
〔北・本・四・九;台・支・シベリヤ・ヒマラ
ヤ・欧・阿・北米〕
68. O. grosseverrucosum Steph. 
イボクチキゴケ 山地の岩上
〔本・四・九;台・支・タイ〕
Cephaloziellaceaeコヤバネゴケ干ヰ
Cephαloziellα(Spruce) Schiffn.コヤパネ
ゴケ属
69. C. microphyllα(Steph.) Douin 
コパノヤパネコケ 低地林縁の土の上，Pogona. 
tum sPinulosumの原総体群落上に生育
〔本(関東以南〉・四・九・ i中;支・タイ・ヒ
マラヤ〕
70. C. rubella (Nees) Warnst. 
アカヤパネゴケ金北山:吉井道 Ca.350m，岩
上
〔本(高山帯);シベリヤ・欧・北米〕
Rjldulaceaeケビラコケ科
Radula Dum.ケビラゴケ属
71. R. auriculata Steph. 
コミミケビラゴケ 両津市:東立島，岩上のコケ
のマット上
〔北・本・四・九;戟・印・ネパーノレ・北米・
アラスカ〕
72. R. complanαtα(L.) Dum. 
ヒラケピラゴケ 山地の樹幹上
〔北・本・四・九;樺・支・ヒマラヤ・コーカ
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サス・欧・北米〕
73. R. constrictαSteph. 
クビレケビラゴケ 山地の樹幹・岩上
〔北・本・四・九;朝・台・印・ネパール〕
74. R. japonica Gott. 
ヤマ卜ケビラゴケ 山地の樹幹・岩上
〔北・本・四・九・小;朝〕
75. R. kojanαSteph. 
コウヤケビラゴケ 山地の岩上
〔本(関東以南〉・四・九・沖;朝・台・支・
比〕
76. R. obtusilob日 Steph.
エゾノケビラゴケ 山地の樹幹上
〔北・本・四;朝・千・北米〕
77. R. tokiensis Gott. 
ミヤコノケビラゴケ 山地の樹幹・岩上
〔本・四・九;朝・台)
Porellaceaeグラマゴケモドキ科
PorellαL.クラマゴケモドキ属
78. P. caespitαns (Steph.) S. Hatt. 
var. cordifolia (Steph.) S. Hatt. 
ヒメクラマコ、ケモドキ 山地林縁の岩上
〔本・四・九・沖;朝・台・支・印・ネパール〕
79. P. densifoliα(Steph.) S. Hatt. 
シゲリクラマゴケモドキ 山地林内の岩上
〔本・四・九，台・支・ベトナム・印・ヒマラ
ヤ]
80. P. fauriei (Steph.) S. Hatt. 
ケクラマコケモドキ 高地林内の岩上・樹幹上
〔北・本・四・九・小;樺・朝・台・シベリヤ〕
81. P. grandilobαLindb 
オオクラマゴケモドキ 山地の岩上・樹幹上
〔北・本・四・九・小;樺・朝・台・シベリヤ〕
82. P. j，α:ponica (S. Lac.) Mitt. 
ヤマトクラマゴケモドキ 山地林内の岩上・地上
〔本(関東以南〉・四・九・小;朝・台・支・
比・ボノレネオ・ベトナム・スマトラ・印〕
83. P. spinulosa S. Hatt. 
大倉越 Ca.200m，関寒戸，林内岩上・樹幹上
〔本;朝)
84. P. vernicosa Lindb. 
ニスピキカヤコケ低地林内の岩上・樹幹上
(;jt・本・四・九・1中;朝・樺・千・シベリヤ〕
Mαcvicαria Nichols.チヂミカヤゴケ属
85. M. ulophyllα(Steph.) S. Hatt. 
チヂミカヤゴケ 山地の樹幹・岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・支〕
Frullaniaceaeヤスデゴケ科
Frullαnia Raddiヤスデゴケ属
86. F. brittoniae Evans 
subsp. truncαtifoliα(Steph.) Schust. et S. 
Hatt. 
アカチャボヤスデゴケ 林内の樹幹・岩上
口仁・本・四・九・沖L樺・朝・支・印・タイ〕
87. F. duvarica Hamp. 
アカヤスデゴケ山地の岩上・コケのマット上
〔北・本・四・九;朝・台・支・欧・アラスカ〕
88. F. inflatαGott. 
マエパラヤスデコケ新穂村:清水寺，赤泊村:
建場，陰湿岩上
〔本(埼玉県以南〉・四・九;欧・中米・南米〕
89. F. parvistipula Steph. 
ヒメア力ヤスデゴケ 林内の樹幹・岩上
〔本・四・九;タイ〕
90. F. schensianαMass. 
オンタケヤスデゴケ山地の樹幹上
〔本・四・九;朝・台・支・比・タイ・ヒマラ
ヤ〕
91. F. tamarisci (L.) Dum. 
subsp. obscura S. Hatt. 
シダレヤスデゴケ深山の樹幹・岩上
〔北・本・四・九・沖;朝・樺・台・支・印・
セイロン・スマトラ・ジャワ・比・ボノレネオ〕
92. F. tαrαdαkensis Steph. 
タラダケヤスデコケ山地の樹幹・岩上
〔本・四・九;朝〕
Lejeuneaceaeクサリゴケ科
Jubula Dum.ヒメウルシゴケ属
93. J. japonica Steph. 
ヒメウルシコケ山地の水湿地
〔北・本・四・九・沖;朝・台〕
94. J. jαvanica Steph. 
ジャバウルシゴケ 低地の水湿地
〔本・四・九・沖・小，台・印・スマトラ・ジ
ャワ・ボノレネオ・比・ハワイ・サモア・ニュー
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ギニヤ〕
NipponolejeuneαS. Hatt.ケシゲリゴケ属
95. N. subαlpina (Horik.) S. Hatt. 
タカネケシゲリゴケ大佐渡尾根 Ca.900m以
上，イチイ・スギの樹幹上
〔北・本・四(亜高山帯);樺・朝〕
〔本・四・九・沖・小;世界各地〕
Cololejeunea (Spruce) Schiffn. ヒメクサ
リゴケ属
104. C. j，αponica (Schi妊n.)乱1izut.
ヤマトヨウジョウゴケ低山地の樹幹上
〔本・四・九・小〕
105. C. kod，αmαe Kamim. 
TrocholejeuneαVerd.フ)1，.ノコゴケ属 トサノケクサリゴケ戸地川1，岩上
96・ T. sandvicensis (Gott・)Mizut・ 〔北・本・四・九;朝〕
フ)1，.ノコゴケ海津低地の樹幹・岩上
f本・四・九・沖・小;朝・台・支・アンナン
トンキン・マラヤ・ベトナム・印・セイロ γ.
ハワイ・タヒチ・ザモア〕
Cheilolejeunea (Spruce) Schiffn. シゲリ
ゴケ属
97. C. imbricatα(Nees) S. Hatt. 
シゲリゴケ二見神社，戸地川，北鵜島:大野
}If， 樹幹・岩上
〔本・四・九・1中・小;台・ジャワ・スマトラ
マライ・ボルネオ・印・ニューギニヤ・サモア
タイ・比〕
98. C. obtusifolia (Steph.) S. Hatt. 
チャボタサリゴケ 戸地川，北鵜島:大野川1，湿
岩のコケのマット上
〔北・本・四・九・1中;朝〕
Lejeunea Libertクサリゴケ属
99. L. aquatica Horik. 
ザワクサリゴケ 低地の水湿地・流水中
〔本〈静岡県以南)・四・九・沖;台〕
100. L. compαct，α(Steph.) Steph. 
コミミゴケ 低山地の地上・岩上のコケのマット
上
C北・本・四・九・沖2朝・台〕
101. L. j，αponica乱1it.
ヤマトコミミゴケ 山地林縁のコーケのマット上
〔北・本・四・九・沖・小;朝〕
102. L. parva Mizut. 
ヒメコミミゴケ山北林縁のコケのマット上
〔本・四・九・沖;朝〕
103. L. ulicinα(Tayl.) Tayl. 
コクサリゴケ低地の樹幹・岩上
106. C. longifolia (Mitt.) Benedix. 
ヒメクサリゴケ低地の渓側の湿岩・樹幹上
〔本・四・九・沖;朝・台・支・ヒマラヤ〕
107. C. nαkαjimαe S. Hatt. 
ナカジマヒメクザリゴケ小佐渡東部山地のユキ
ツパキ群落・ユキツパキ，ハイイヌガヤの樹幹・
棄上
〔本〕
108. C. ornata Evans 
ヤマナカヨウジョウゴケ相川町:闘の寒戸，陰
湿岩のコケのマット上
〔本・四・九3朝・北米]
Metzgerialesフタマタゴケ目
F ossom broniaceaeウロコゼニゴケ科
Fossombronia Raddiウロコゼエゴケ属
109. F. cristula Aust. 
ウロコゼ=ゴケ金井町:千種，松ヶ崎:河内，
畑野町:城ヶ平，湿土上
〔本・四・九;台・ジャワ・北米東岸部〕
Blasiaceaeウスパゼニゴケ科
BlasiαL.ウスパゼエゴケ属
110. B. pusilla L. 
ウスパゼ=ゴケ山地の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九;棒・朝・台・シベリヤ・印
欧・北米・アラスカ・カムチャッカ〕
Cavicularia Steph.シャクシゴケ属
111、仁 densαSteph.
シャクシゴケ 山地の渓側，湿土・湿岩上
〔本・四・九〕
Dilaenaceaeミズゼニゴケ科
MakinoαMiyakeマキノゴケ属
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112. M. crispαta (Steph.) Miyake 
マキノゴケ金井町:中興・千種，湿土
〔北・本・四・九・1中;朝・台・支・比・ボル
ネオ・ニューギニヤ〕
PelliαRaddiミズゼニゴケ属
113. P. endiviaefolia (Dicks.) Dum. 
ホソパミズゼニゴケ 山地の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九・沖;樺・台・支・ヒマラヤ
欧・北米〕
114. P. neesianα(Gott.) Limpr. 
ヱゾミズゼニゴケ 高地の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九;朝・北米〕
Pallavicinia S. Grayクモノスゴケ属
115. P. longispinαSteph. 
クモノスゴケ 山地の渓側・湿土
〔北・本・四・九.~中・小;台〕
Hattoriαnthus Schust. et Inoueエゾヤハ
ズゴケ属
116. H. erimonus (Steph.) Schust. et Inoue 
エゾヤハズゴケ関越 Ca.800m，小倉:柿谷地
Ca. 570m，湿土
〔北・本・四・九〕
Aneuraceaeスジゴケ科
Aneura Dum.ミドリゼニゴケ属
117. A. pinguis (L.) Dum. 
ミドリゼニゴケ妙見山 Ca.900m，国見山 Ca.
600m，湿土上
〔北・本・四・九.~中;世界各地〕
RiccαrdiαS. Grayスジゴケ属
118. R. chamedryfoliαGrolle 
ナミガタスジゴケ 山地の湿土上
〔北・本・四・九・沖・小;台・支・欧・北米〉
119. R. multifid，α(L.) S. Gray 
クシノハスジゴケ 山地の湿土・湿岩・朽木上
〔北・本・四・九.~中;支・亜・欧・北米〕
120. R. planiflorα(Steph.) S. Hatt. 
ヒメテングサゴケ妙見山 Ca.900m，ブナ樹皮
〔北・本・四・九〕
Metzgeriaceaeブタマタゴケ科
Metzgeria Raddiフタマタゴケ属
121. M. conjugαtαLindb. 
subsp. j，α']Jonicα(S. Hatt.) Kuwah. 
ヤマ卜ウタマタゴケ 山地の林内・コケのマット
上
〔北・本・四・九・沖，樺・朝・台・東南アジ
ア・ Ep・ヒマラヤ・アッサム・阿・マダガスカ
ル・ミグロネシヤ〕
122. M. consαnguineαSchiffn. 
コモチ7タマタゴケ 山地の樹幹上
〔北・本・四・九・1中;朝・台・支・ジャワ・
スマトラ・比・ニューギニヤ・サモア・セイロ
ン・ヒマラヤ・欧・阿・北米〕
123. M. decipie附 (Mass.)Schiffn. 
ヒメフタマタゴケ 山地の地上岩上のコケのマッ
ト上
〔本・四・九・小;印・ヒマラヤ・比・ボノレネ
オ・ジャワ・豪・ニュージーランド・ニューカ
レドニヤ・タスマニヤ・ハワイ・南米〕
Apometzeria Kuwah.ケフタマタゴケ属
124. A. pubescens (Schrank.) Kuwah. 
ケフタマタゴケ 山地の地上岩上のコケのマット
上
〔北・本・四・九;樺・朝・台・支・ヒマラヤ
コーカサス・欧・北米・アラスカ・アリューシ
ャン・南米〕
MARCHANTIIDAEゼニゴケ亜綱
Marchantialesゼニゴケ目
Grimaldiaceaeジンガサコケ科
RebouliαRaddiジンガサゴケ属
125. R. hemisphαericα(L.) Raddi 
ジンガサゴケ 山地の陽地・陽岩上
〔北・本・四・九・沖・小;世界各地〕
Conocephalace唱eジャゴケ科
Conocephαlum Weberジャゴケ属
126. C. conicum (L.) Dum. 
ジャゴケ 山地の湿地・湿岩上
〔北・本・四・九・沖;樺・千・朝・支・シベ
リヤ・印・ヒマラヤ・コーカサス・欧・マデ{
ラ・アゾレス・カナリー・北米・アラスカ〕
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127. C. suprαdecompositum (Lindb.) Steph. 
ヒメジャゴケ陰湿土上
f北・本・四・九・1中L様・朝・台・支・ヒマ
ラヤ・アッサム・カムチャッカ〕
Marchan tiaceaeゼニゴケ科
Marchαntia L.ゼエゴケ属
12沼 M.paleaceαBertol. 
var. diptera (Mont.) S. Hatt. 
フタパネゼ三ゴケ 山地の湿土・湿岩上
〔北・本・四・九・小;台・支・サモア〕
129. M. polymorpha L. 
ゼエゴケ金井町:千種，両津市:片野尾，湿土
上
〔北・本・四・九;世界各地〕
Dumortiera Neesケゼニゴケ属
130. D. hirsuta (Swartz) R.B.N. 
ケゼ=ゴケ山地の陰湿地
〔北・本・四・九・1中・小;世界各地〕
Ricciaceaeウキゴケ科
Ricciocarpus Cordaイチョウウキゴケ属
131. R. natαns (L.) Corda 
イチョウウキゴケ水田・池沼
〔本・四・九・沖;世界各地〕
RicciαL.ウキゴケ属
132. R. Iluitans L. 
ウキゴケ 水田・池沼の水中，子土上
〔北・本・四・九・沖;世界各地〕
133. R. glauca L. 
ハタケゴケ庭・畑・乾田土上
〔本・四・九・沖・小;朝・台・支・シベリヤ
欧・北米〕
134. R. huebeneriαna Lindenb. 
コハタケゴケ畑・乾田土上
〔北・本・四・九・沖;欧〕
ANTHOCEROT AE (Anthocerotopsida)ツノゴ
ケ綱
Anthocerotalesツノゴケ日
Anthocerotaceaeツノゴケ科
Phaeoceros Prosk. =ワツノゴケ属
135; P. laevis (L.) Prosk. 
subsp. cαrolinianus (Michaux) Prosk. 
エワツノゴケ各地の湿土上
〔北・本・四・九・沖・小;台・支・印・欧・
北米〕
Anthoceros L.ツノゴケ属
136. A. punctatus L. 
ナガサキツノゴケ庭・畑・乾田土上
〔本・四・九・ 1中;世界各地〕
Megaceros Campbアナナシツノゴケ属
137. M. tosanus Steph. 
アナナシツノゴケ妙見山:真光寺道，赤玉:ヒ
ョウタン池 Ca.400m，土の上
〔本・四・九・沖;台〕
IV. まとめ
1. 佐渡産の蘇苔植物を，蘇類38科113属248種11変
種2品種，苔類(ツノゴケ類を含む)27科59属137
種2変種記録した。この数は本邦産のコケ類のおよ
そ21%に当る。
2. 佐渡は北緯380線上に位置し，コケ類の生態分布
の状況は，対馬海流の影響をうける低地丘陵帯が暖
地性要素を，季節風の影響の強い大佐渡脊稜帯が寒
地性要素を含み，分布上顕著なものをみる。
3. 佐渡産のコケ類を地理分布型に分けると，温帯東
亜要素が48.1%で最も多く，局北要素が21.6%でこ
れに次ぐ。 また旧熱帯要素が6.8%，北太平洋要素
が3.6%含まれる。
4. 佐渡に分布する日本海要素として Hypnum
cupressぴ'orme，Marsupella disticha， Colole-
jeuneaπakajimaeその他数種を上げることが出
来る。
5. 生態的に興味のあるものとして，特殊な着生基
物，すなわち山地の随所にみられるタンナサワフ
タギの樹皮に限って着生する Glyphomitrium
minutissimumや，相川町「関の寒戸」の海岸の
風穴地帯に，高山性の Bazzaniadenudataと暖
地性の Cololejeuneaornataが共存することなど
を上げることが出来る。
9. 佐渡島は，面積も相当広く地形も複雑で，未調査
の地点も残っているので，さらに今後の成果を期待
したし、。
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